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経済地理学会総会および第４5回大会

日程
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３０日（±）幹事会,評議員会，福島大学地域研究センターとの合同シンポジウム
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５月３０日（±）幹事会,評議員会，福島大学地域研究センターとの合同シンポジウム

５月３１日（日）共通論題シンポジウム報告.討論，総会，懇親会

６月１日（月）巡検
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ボ
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虫鱒 ◆幹事会,評議会…５月３０日（土）

・幹事会14:00～１７:0０

・評議会１７:00～19:0０会場は,追ってご連絡します。
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〉
が ◆合同シンポジウム…５月３０日（土）１３:30～16:３０

（主催：福島大学地域研究センター，共催：経済地理学会）

・会場…福島銀行本店地下大会識室

（ＪＲ東北本線福島駅下車，徒歩１０分…裏表紙の案内図をご覧下さい｡）

・記念講演…矢田俊文（九州大学）「五全総と地域経済（仮題)」

・シンポジウム「２１世紀の国土開発と福島の将来」

コーディネーター…下平尾勲（福島大学）

パネラー…矢田俊文（九州大学)，新家健精（福島大学)，鈴木浩（福島大学）ほか
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◆共通論題シンポジウム…５月３１日（日）９:00～12:0014:00～18:00

・会場…福島大学経済学部共通識義様Ｌ４教室

（ＪＲ東北本線金谷川駅下車,徒歩５分…裏表紙の案内図をご覧下さい｡）

・共通論題テーマ「規制緩和と地域経済」

・座長…上野和彦（東京学芸大学)，日野正輝（東北大学）

・課題テーマ

趣旨説明…山川充夫（福島大学）

□金融分野における規制緩和と地域経済

報告者…下平尾勲（福島大学）「金融分野における規制緩和と地域経済」

コメンテーター…上田良光（東北学院大学）

□流通分野における規制緩和と地域経済

報告者…箸本健二（松商学園短期大学）「流通分野における規制緩和と地域経済」

コメンテーター…照井清司（東北経済連合会）

□農業分野における規制緩和と地域経済

報告者…北村修二（岡山大学）「国際化･規制緩和時代の農業･農村および地方の

地域経済問題」

コメンテーター…小金沢孝昭（宮城教育大学）

－２－



◆総会：５月３１日（日）１３：00～１４：00

◆懇親会：５月３１日（日）１８：００～２０：００会場：福島大学大学会館２Ｆ
Ｉ

◆参加費用…大会参加費1,000円（院生・学生５００円）

懇親会費5,000円（院生・学生4,000円）

◆巡検

１.テーマ：地方都市における新しい産業づくり

２.案内者：山川充夫，末吉健治，高野岳彦，初沢敏生

３．日程：６月１日（月）９時00分～４時３０分頃

４.集合時間,場所：午前９時００分，福島駅西口バスプール前

５.巡検コース(予定）

ＪＲ福島駅西口～郡山市、郡山西工業団地・福島県ハイテクプラザ～三春町田園生活館～

アサヒビール福島工場～ＪＲ郡山駅・解散（午後４時30分頃を予定）

６.定員：40名（先着順）

７.参加費用85,000円（昼食費を含む）

８．申込締切：５月１５日（金）

９.申込方法：以下の①→②の手順でお願いします。

①官製はがき,Fax,またはe-mailで，下記を明記の上，下の宛先にお申し込み下さい。

・明記事項…氏名,住所,電話番号,所属，「経済地理学会巡検申し込み」と明記のこと。

・宛先…〒960-1296福島市松川町浅川字直道２福島大学教育学部地理学教室初沢敏生

Tel/Fax．…０２４－５４８－８１６８（初沢研）

e-mail…hatsuzaw@educ・fukushima-uac.ｊｐ

（申込先が【第２報】から変更になりました。既にお申し込み済みの方は,再度お申し込み

になる必要はありません｡）

②参加費用を下記の口座（郵便振替）にお振り込み下さい。

・口座番号…Ｏ２２６０－７－９１１６０

・口座名称…経済地理学会福島大会実行委員会

10.問い合わせ：上記の初沢敏生（巡検担当）まで，お願いします。

’
◆問い合わせ先

．〒960-1296福島市松川町浅jll字直道２福島大学経済学部山)||充夫，末吉健治

Tel&Fax,024-548-8376（山川）Ｔｅ1.024-548-8389（末吉）

eO45＠maiLipc・fukushima-uac・jｐ（末吉）

・大会およびシンポジウムに関するホームページ：

http://maiLipQfukushima-u.ａc､ｊｐ/～eO45/annai､ｈｔｍｌ

◆大会実行委員会

山川充夫(委員長)，兼田繁,川口太郎,小金沢孝昭,末吉健治,高野岳彦,初沢敏生,日野正輝

◇交通案内…金谷川駅は,東北新幹線福島駅から各駅停車で上り方向２つ目。運行本数が少

ないので時刻表にご注意下さい。福島駅から福島大学までのタクシー料金は約3,000円です。

－３－



共通論題ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ｢規制緩禾農和と地域経済｣趣旨説明

大会実行委員長山川充夫

（福島大学経済学部）
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旧ソ連・東欧などの社会主義経済圏の崩壊、中国での市場経済の導入、ＥＵ統合の加速

化、WTOの始動など、世界経済における市場経済化は、国家による経済活動規制の範囲

を狭め、カネ・モノ・ヒトにかかわる国際的な移動を促進させている。これらの国際的な

移動の活発化は、国内経済における政府による経済規制の緩和を強く要求している。
日本における本格的な規制緩和の潮流は、日米経済摩擦の激化を背景とする臨時行政調

査会（第２次臨調、1981～83年）の答申で路線が引かれ、日米構造協議を媒介とする臨
時行政改革推進会議（第１次～３次、８４～93年）の答申で方策が練られた。1993年から
は景気刺激の面での切り札としても「規制緩和」が使われるようになり、９４年には推進方
策としての「行革大綱」が、９６年には「構造改革プログラム」が閣議決定された。

規制緩和の対象となるのは『規制緩和白書（97年度版）」によれば2,823事項であり、
分野別で多いのは基準・認証・輸入等19.0％であり、以下、金融・証券・保険14.5％、運

輸13.0%、危険物・防災・保安12.5％、流通等9.1％と続く。経済企画庁（1997）は規制緩

和の推進によって、需要効果が大店法や'情報通信など７分野で７兆９千億円、利用者メ

リットが電気通信や金融など５分野で４兆６千億円、あわせて12兆５千億円の経済効果が

あり、また1998年度から2003年度までに実質国内総生産の成長率を内需を中心に年平均

で0.9ポイント押し上げると試算している。

本シンポジウムでは、規制緩和による経済的影響が比較的顕著にみられる金融、流通、

農業農村の各分野をとりあげ、これらの分野における規制緩和が地域経済にどのようなメ

カニズムでもって影響を受けているあるいは受けようとしているのか、東北の事例をはじ
めとした、日本および世界各地における具体的な事例をふまえながら議論をしていただく

ことを期待したい。以下、若干の論点を提示して趣旨説明としたい。

第１は規制緩和が立地体系にどのような影響を与えるかという論点である。規制緩和は

業界内外の経済的規制の垣根を取り払うものである。この業界再編成は事業所の立地の再

編をともなうものであり、その立地の再編は市場空間との関係で地域的に異なった形態で

進むことになろう。

第２に規制緩和のもとでは、この立地の再編が市場原理としての効率性として追求され

ることで、新たな地域的不均等'性がもたらされることにかかわる論点である。この新たな

地域的不均等性は、従前の不均等性をさらに拡大させるのか、あるいは縮小させるのに寄

与することになるのであろうか。

第３はこの不均等性が所得配分メカニズムを通じて地域経済に発現するという論点であ

る。この所得配分メカニズムは部門内だけでなく、むしろ生産と流通と金融など経済的機

能の地域配置との関係で利益と不利益とが地域的に異なってあらわれると考えられる。そ

のために所得配分のメカニズムを通じて地域経済への波及の仕方、あるいはプロセスを浮

き彫りにする必要がある。

第４は地域的不均等性が発現する地域経済の中で、社会的公正をどこにどのように求め

ていくかという論点である。ここでは社会的規制のあり方をふくめ行政・自治体・市民は

規制・綴ﾛをどのようにとらえようとしているか、すなわち経済活動の範囲をこえた地域

づくりやまちづくりの視点が重要となろう。
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下平尾熱（福島大学）

金融分野における規制緩和の波は大きく円弧をえがいて広がっており、戦後一貫して手厚い
保護政策下にあったわが国の金融機関は、ビック・バンの時代を迎えつつある。金融制度調
査会「我が国金融システムの改革について」（平成９年６月）、証券取引審議会「証券市場
の総合改革」（同年６月）、保険審議会「保険業のあり方の見直しについて」（同年６月）
のいずれも金融のシステム改革に関する答申を発表した。それによれば、「バブル経済の発
生とその崩壊という経験を通じて……ｼｽﾃﾑ全体の見直しが緊急課題になっている」とし、
信用秩序の維持、危機の管理をいかに進めるかを提言している。そこで次のことが問題とな

る。すなわち（－）信用秩序が破たんした場合を想定し、「緊急時の対応策」を提起しなけ
ればならないという金融の規制緩和というのは何か、に）従来のわが国の金融に関する基
調を変化させる金融の規制緩和の背景は何か、（三）金融の規制緩和を実施した場合に、い

かなる結果をもたらすか、（四）地域経済にいかなる影響を与えるか（資料等は当日配布）
等。こうした諸問題に関して少しとりあげていきたい。

Ｌ金融の規制緩和の性格

金融の規制緩和は、「時の流れである」といわれているが、それはたんに金融機関だけの

問題ではない。高度経済成長の終結にともなう不況対策としての大量の国債発行、急速な技

術革新、とくにエレクトロニクス技術と情報通信革命による金融活動の多様化と国際化の促

進、アメリカのスタグフレーション対策として登場した高金利政策の展開、大規模の財政赤

字と経常収支赤字を基盤とする世界的な短期金融市場のいっそうの拡大、東アジア経済の発

展と国際金融市場への進出、国内外の金利差の拡大、貨幣資本の過剰国と不足国の並存、世

界的な規模における産業構造の変化、技術革新、財政赤字、新興工業国の国際金融への進出、

経済の国際化等の新しい経済環境への対応のシステムでもあった。金融の規制緩和は、総体

としては、生産、流通、分配、消費の各部面を、主要な部門としては、企業部門、政府・公

共部門、個人部門をまき込み、さらに、国際的なひろがりをもって進展しているのであって、

たんに金融機関だけに限定される問題ではない。それは、わが国の金融体系と全く照応しが

たい新しいシステムであって、拒絶反応が種々みられるにもかかわらず、「時の流れ」「好

むと好まざるにかかわらず避けて通れないもの」として受けとめられているのは上のような

事情によるのである｡

金融は、商品の取引や貿易活動の対象とは異なって、どこでも、いつでも自由に移動可能

な貨幣資本や信用を取引対象とすることから、規制の撤廃は短期間に、集中的に、大都市・

地方を問わず、そして国際的に、各分野に影響を与えることになる。それは、正常な取引を

促進すると同時に、不正常な取引・投機現象をひきおこす有力な条件ともなる。経済や地域

の発展の有効な条件であると同時にその破壊の手段でもある。また他の分野における保護政

策の撤廃に道をひらく契機にもなる。金融の規制緩和に対して人々の関心が深いゆえんもま

さにここにある。

Ⅱ金融の規制緩和の内容

金融の規制緩和は、循環的のみならず構造的な経済環境の変化、とりわけ国際化の進展へ

の対応の過程として登場し、多様な側面をもつが、通常いわれている事態は、金融機関と非
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ＬＬＳ 金融機関の業務分野の規制の問題を除き、金融面にかぎってみれば、次のような内容をもっ

ている。

第一に、金利の規制緩和、預金及び貸出金利の規制をなくし、利子率の決定を自由競争、
市場原理にゆだねるべきだという、金利の規制緩和である。利子率の高さを金融機関の判断
にゆだねて自由に決められるようにするということである。わが国の金利の体系は、金融機
関の自由裁量で決められることは少なく、上限については、臨時金利調整法にもとづき、き
びしく規制が加わえられていた。すなわち、貸出金利は相対的に自由競争にゆだねたが、預
今今利．金融債金利の上限を規制し、結果的には金利を政策的に低く抑制したのである。こ￣－－－…＿￣内.▲－，，へ」Ｌ割｡｣f圧同回,｡、曲ﾛﾛﾋﾈ響〃、
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第--に、金利の規制緩和、預金及び貸出金矛Uの規制をなくし、利子率の決定を自由競争、
市場原理にゆだねるべきだという、金利の規制緩和である。利子率の高さを金融機関の判断
にゆだねて自由に決められるようにするということである。わが国の金利の体系は、金融機
関の自由裁量で決められることは少なく、上限については、臨時金利調整法にもとづき、き
びしく規制が加わえられていた。すなわち、貸出金利は相対的に自由競争にゆだねたが、預
金金利・金融債金利の上限を規制し、結果的には金利を政策的に低く抑制したのである。こ
霊智fK謹難湫孟官鵬…(二)駒初期の金融鐡囎竺旦製萱雪雲雪空
安定を図ること、（二）戦後復興期とそれに続く高度経済成長期の資本蓄積を推進すること
にあった。金融機関の過当な競争の排除と低利の貨幣資本の供給を目的とした従来の金利の
規制を緩和することが第一の内容であり、１９８４年以降着実に前進した。
第二に、金融機関の業務分野の規制の緩和ないし廃止。金融機関と非金融機関との間には
業務上の分担が明確にされており、銀行が製造業や商業を営めないし、誰でも自由に金融業
務を行えない。金融機関内部においても、銀行、証券会社および保険会社等の間には業務上
の垣根がある。銀行は証券の売買を行えなかったし、証券会社も預金を集め、顧客に貸付け
ることはない。相互に業務上の社会的分業がおこなわれているわが国の銀行はドイツのユニ
バーサルパンクとは性格を異にする。さらにまた、銀行業務も、都市銀行、地方銀行、長期
金融機関、中小企業金融機関や政府系金融機関等には相互間の役割分担があった。このよう
に、金融機関の業務を一定範囲内に限定すると同時に、金融機関の数も制限した。いわゆる
垣根の撤廃にかかわる規制緩和が第二の内容であった。
第三に、国際金融取引および国際的な金融・資本市場の分野における規制の緩和、金融の
国際化に関する規制の樹ﾛである。１９８４年５月に開かれた日米円・ドル委員会の報告は
金融の国際化をわが国に強くもとめた。それを受けて大蔵省は「金融の自由化および円の国
際化についての現状と展望」を発表して以来、自由化措置はゆっくりであるが、進展した。
（ア）先物為替取引きにおける実需原則の撤廃につづいて円転規制の撤廃（１９８４年６

月）、円建て外貨貸付けの自由化、円建て外債の発行・運用ルールの弾力化が推進された。
（イ）ユーロ円市場では、非居住者向けの短期貸付けの自由化（１９８４年６月）、ユー

ロ円の短期ＣＤの規制緩和（同年１２月）、ユーロ円債の非居住者発行の規制緩和（同）、
ユーロ円債の引き受け主幹事の外国事業者への開放（同月）、非居住者向けの中長期貸付け
の自由化（１９８５年６月）、非居住者保有の居住者発行、ユーロ円債の利子取得に対する
源泉徴収税の撤廃（同）など、ユーロ市場の自由化も進展した。
（ウ）金融の国際化では、居住者向け一年超のユーロ円貸出し、銀行の外貨建て転換社債

の発行、東京オフショア市場の創設、外国証券会社の東証業務への参入や信託銀行業務への
外国銀行の参入の規制緩和（１９９１年～９４年）、国債市場へのアクセス拡大（１９８７
～１９９４年）等、資本の国際的な自由移動を認めるという金融の国際化とともに、大口預
金の金利の自由化がすすみ、さらに金融市場の整備、業際問題の改革がすすんだ。したがっ
て金融の国際化という外的強制が先行しながら金利規制の撤廃、業務分野の規制の解除、そ

Ｉ
ｊ
，
Ｉ

して新金融市場の形成がみられた。
通常いわれている金融の規制緩和には、（－）金利の規制緩和、（二）業務分野の垣根の
撤廃、（三）国際金融上の規制の緩和という三つの事柄が含まれており、それらが相互にか
らみあい、相互に作用しあって進行している。金融の国際化は金利の自由化や業務分野の垣
根の撤廃を推進するし、後者の進展を前提として金融の国際化がすすみ、相互依存の関係に
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立っている。１９８４年以降、徐々にわが国の金融業に影響の少ない分野の規制緩和がすす
められてきたが、今日、外国為替管理法の改正をはじめ本格的な規制緩和が推進されるよう
としている。
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Ⅲ金融における規制綴ﾛの及ぼす影響

１．金利規制の緩和の影響

わが国の金利体系は、自由金利を基礎とするのではなく、規制を加えたものである。すな

わち、貸出金利の方は、相対的には自由競争にゆだねたが、預金金利・金融債金利の上限を

規制し、結果的には金利を政策的に抑制したのである。こうした政策的介入の目的は、（

－）金融機関の経営の安定を図ること、および（二）戦後復興期とそれに続く高度経済成長

期の資本蓄積を推進するねらいをもった。

（１）低金利と銀行経営の安定

銀行の利潤は、預金利子と貸付利子との差額から諸経費を除いたものである。預金利子を

低く抑えるということは、銀行の経営活動を有利にした。都市・地方銀行、相互銀行、信用

金庫はそれぞれ若干の違いはあるものの、個人や企業から預金を集め、これを主に個人や企

業に対する短期の貸出しを行っている。つまり集めた貨幣資本のうち一部を支払準備として

流動的な現金の形で保有し、他の残りは貸出し、あるいは有価証券に向けられている。した

がって、預金利子が低く、貸出利子が高くかつ安定しておれば、預金を集めて賃付けること

が多くなればなるほど、それだけ銀行の利潤は多くなる。預金利子という預金金利の統一的

な規制が崩壊すれば、銀行の成立基盤の動揺の原因となる。預金金利のうちＣＤ（譲渡性定

期預金）やＭＭＣ（市場金利連動型預金）の導入、円建ＢＡ（銀行引受手形）市場の創設な

ど大口預金が自由化された。１９８４年５月、日米円・ドル委藝員会で米国から強く要求され

たことであるが、米国を中心とする海外からの強い自由化要求が大口預金の自由化推進の契

機となった。それはなかば外的強制であった。そのため、大口預金の金利は、国内における

市場利子率よりもむしろ外国の市場利子率の強い影響を受けた。とくにアメリカやイギリス

においては、インフレーション対策として高金利政策をとっていたので、わが国の大口預金

の金利は、国際市場利子率によって定まり、高利となった。その結果、低い国内の市場利子

率＝規制金利との間に大きな格差が生じた。従来の預金金利の規制が崩壊し、預金金利が大

口と小口との間に差が生じたという事実は、直接には小口預金者が冷遇されている、分配面

における不公平が生じている、というようにあらわれたから、金利の自由化は大口預金の金

利水準にまで小口預金のそれをひきあげるべきである。小口預金の金利が低いのは規制され

ているからである、という声となってあらわれた。そこで、格差是正が必要となった。格差

是正は、小口預金の金利を引上げるというのではなく、むしろ大口預金の金利を長期にわた

って引き下げることとなった。このことは、金融機関の経営を安定させたが、バブル経済の

膨脹や海外資本流出のひきがねとなった。長期にわたって低金利政策が採用されたことは、

貨幣資本の貸手である個人や地方の人たちの利子所得の権限を奪い、地方や個人預金者側か

らすれば、利子取得の放棄となった。

（２）バブル経済期における低金利と企業活動と投機

預金金利が低いということは、貸付利子にも影響し、銀行は低い利子でもって企業に融資

することを可能にした。また企業は借入金によって資本の蓄積をすすめることができた。企

業は年々生産された利潤のうち一部を資本の蓄積にまわして、設備投資の拡大、従業者数の

増加を図るのであるが、貸付けられうる貨幣資本が潤沢にあり、利子率が低ければ、自己資
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IlWllIlLLii,;i，本の蓄積をまたずに、設備投資の拡張が可能となる。政策的な低金利（１９８７年２月より
１９８９年６月まで公定歩合２．５％）によって、一方では、既存の企業の規模拡大＝資本
蓄積だけでなく、地方への工場進出、新興企業家の急成長を促進すると同時に、他方では、
土地、株式投機を促進した。まず超低金利は、銀行からの借入金によって、新興の企業家に
とっては、取引において非常に有利であった。もし－事業家が１億円の自己資本でもって経
営を行い、１０％の利潤をあげているならば、年に１千万円の利潤をあげることになる。も
し新興の企業家がいて、新しい技術開発に成功して自己資本５千万円のほかに２億円の借入
金によって新事業を開始したとすれば、その事業家は２億５千万円の資本を用いて商品を生
産し、より安く販売することができる。もしその企業家の借入金の利子率が５％、その老舗
の企業と同じように１０％の利潤を生産すれば、1年間に２千５百万円の利潤を生産し、千
万円の借入利子を支払ってもなお、１５００万円の利潤を、自己資本５千万円に対して３０
％の利潤を手に入れることができる。その企業は３０％の利潤よりもはるかに低くても満足
なのであるから、そうしようと思えば、その利潤のいくらかをへらして商品の価格を引き下
げ、市場の占有率を高めることもできるであろう。あるいは、その利潤の１部をもって、新
技術の開発、新工場の新設の道を模索することもできるであろう。
このように設備投資のための貨幣資本、手形割引のための貨幣が低い利子率によって借入

れることができるならば、自分自身の資本でもって事業を営んでいる企業家に対抗して、借
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人資本をもって事業を営む新進気鋭の企業家の登場が保証されるであろう。事実、借入金を
有効に活用することによって新事業が発生し、新興事業家が登場し、急速に成長をとげてき
たのである。この場合、蓄積された貨幣資本は、製造業、流通・運輸業・サービス業等の分
野における資本家の所有資本の大きさに比例してというよりも、生産活動や取引の必要の大
きさに応じて、一言でいえば、利潤率の高い部門や成長性の見込める企業に分配される。し
たがって、将来の成長が期待できる地域へ工場を移転したい企業家や設備の拡張や取引規模
の拡大や新規事業を行いたいという前途洋々たる企業家に対して、自己資本の蓄積をまたな
いで、事業活動を可能にしたのは、好景気下の低金利政策にあった。金利の規制緩和によっ
て、貸出金利を低く抑制したことが、急速な資本の蓄積＝経済成長を可能にした有力な条件
であって、新しい生産方法や新産業分野への投資を推進し、生産規模や市場の拡大を図ろう
とする事業家、新興企業の登場、製造業、流通業、サービス業の投資意欲に強く影響した。
これに対してある程度資本蓄積を行ってきた大企業は、好況期のもとでの低金利政策により
転換社債、株式の時価発行、エクイティーファイナンスにより有利に資本を調達し、有利な
投資先として、「土地、株式上昇神話」を信じて投機に走ったことに注目すべきであろう。
また、大企業への融資が困難となった銀行も余剰貨幣資本の貸付先を株式や土地売買目的の
企業に向けたことも重大であった。

２．金融機関の業務分野規制緩和の影響

（１）業務分野の規制の背景

わが国における戦後の金融制度の大きな特徴の一つは、金融機関相互の過当な競争を排除
し、その経営の安定を保証しつつ、そうしたうえで、戦後の復興ならびに経済成長に必要な
貨幣資本を豊富かつ低利に供給できる制度を確立したことにある。まず、銀行業と証券会社
とが分離され、それぞれ独立の業務の推進にあたるように業務分野の範囲が規制された。銀
行業が証券や株式売買を行うことはなく、証券会社が預金を集め、それを企業に賃付けると
いうことはなかった。

銀行業には、普通銀行（都市・地方銀行）、長期金融機関（長期信用銀行・信託銀行）、
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中小企業金融機関（相互銀行・信用金庫）、農林金融機関（農業協同組合など）があるが、
それぞれの業務分野は区分された。その中で、長短金融の分離、銀行業と信託業との分離が
図られた゜

そのほかに、生命保険会社や損害保険会社の銀行業務、証券業務や信託業務などの兼営が
禁止されたし、生命保険業と損害保険業との業務分野もきびしく規制された。また、銀行が
周辺関連の会社を創設することにも強い規制があった。業務分野の規制と新規参入を禁止す
るという保護政策によって、銀行は破産から守られてきたのであるが、このような手厚い保
護政策が採用されてきたのは、次のような事情によるものであった。すなわち、その最大の
原因は、昭和恐慌=金融恐慌の経験と戦後の日本経済の復興と成長政策の推進にあった。第
一次世界大戦後の反動恐慌、関東大震災、昭和恐慌の中で有力な銀行が相ついで倒産し、地
域にはかりしれない損失を与えた、にがい経験をもっている。その銀行倒産の中から、わが
国の金融制度は少なくない教訓を学んだ。（一）銀行重役が他の事業経営を兼ねることによ

る情実貸し、信用貸しなどの放漫経営が発生したこと、に）重役の責任観念の不足、特定
企業への証書貸付けなどによる資金の固定化、容易に換金できない不動産担保前貸し、銀行
資金の投機使用が多発したこと、（三）現金支払準備の不足、過小自己資本、（四）銀行資
金の証券投資にともなう株価暴落の打撃等を避ける道が選択された。有力銀行の倒産は、預
金者の損失はもちろん、関連企業の破産、他銀行への波及、兼営業務分野への影響となって
あらわれた。銀行の破産によって、地域経済活動が、地域の将来の発展に暗い影を落とした。
こうしたきびしい経験から、まず銀行経営の安定と金融効率の向上のために銀行の合併の促
進（一県一行主義）、大蔵省による管理の強化、低利子政策のほかに業務分野の規制が)1mえ
られたのである。

（２）わが国の金融制度と自由化

わが国の金融制度は、中央銀行・都市銀行をたて軸に、そして地方銀行を横軸としながら、
それと補完的分業関係にたつ政府系金融機関、長期金融機関、中小企業専門金融機関により

構成され、そのうえに制度金融によって補強されている。そして民間企業にとって資本の投
下がむずかしいが、社会的に必要な基礎整備に対しては、財政・財政投融資でカバーしてい

る。社会的分業化を前提としながら、幾層、幾重にも各金融機関が補完しあうような機構を
もっているのが、わが国の金融制度の特色の一つでもあった。

経済政策を金融面で推進し、支援する、いわゆる政策金融は、１９５０年代に急速に発達

してくる。政府系金融機関の創設、長期金融機関の設立はその代表例であろう、また、ドッ

ジ・ライン後の「安定恐慌」後の中小企業の金融難の激化に対して、１９５１年６月相互銀

行法、信用金庫法の制定による無尽会社の相互銀行への転換、信用協同組合の信用金庫への

改組の施策がとられた。また、政策金融機関として政府系金融機関が創設され、長期の固定

資本投資、海外輸出の奨励のための独自の金融機関がつくられ、圧倒的に多くの中小企業を
支援する金融機関が設立されたのである。

また、法律にもとづいて、国や県や市町村が財政資金を融資したり、利子補給、債務保証

などの優遇措置を講じ、あるいは民間資金を導入・動員する金融を総称して制度今融とよん

でいるが、制度金融が整備された。国家の行う金融については、農林漁業金融公庫のように、

政府資金を用いて長期・低利の資金供給を行うもの、農業近代化資金助成法にもとづく生産

施設、土地改良、環境整備などにみられるように、利子補給、債務保証等を国家が行う融資

制度もある。また県が行う制度金融は（国の補助・助成を受けて行うものであるが）、中小

企業に対して、長期安定、倒産防止、設備近代化等の資金を導入し、経営基盤の安定、企業

体質の改善を目的としたものが多い。

⑤

Ｉ
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与制度がある。
このように系統金融、政策金融、制度金融によって経済政策の実現を推進し、社会経済的

な変化から生ずるひずみを是正してきたのである。かつてのイギリスのように、中小企業は、
自由競争の中では消滅してゆくべきであるという考え方はわが国の場合にはとらず、中小企
業の育成と強化を図ろ政策が採用され、それの手段として中小企業金融機関の強化と制度金
融が発達してきた。これらの金融は、郵便貯金の大蔵省資金運用部への預託を通じて公的に
行われたが、郵便貯金の預託制度を廃止し、政府系金融機関や制度金融を縮減すれば、中小
企業や地域金融に与える影響は大きいのである。

３．金融の国際化、ビッグバンの及ぼす影響
（１）巨大資本の要請としての金融の国際化
金融の業務分野の規制緩和は、一方では金融の国際化によって強制的に推進されているが、

他方では国内における産業構造の変化から生じたのである。製造業、建設業、商業及び観光
業における巨大企業はいずれも金融に依存して成長発展してきたが、今日では借手から貸手
に転じた。従来は、輸出型の巨大製造業が最も多く銀行から借金をしていたが、現在では最
も多く貨幣資本を蓄積し、巨額の貨幣資本の貸手となっている。設備投資の抑制によって巨
額の減価償却資金と利潤が蓄積されるからである。わが国の減価償却制度は、設備投資を促
進するために、定率法が採用され、短期間に減価償却される仕組となっている。設備投資の
毒堯忌詞桑蕾遅の鰄子減価償却資金をも累積することに=る?孟丑蝉徹与驚公
金の返済に充当され、さらに有利な投資にまわされることとなる。貨幣形態における蓄積が
増加するにつれて、低金利政策は企業の成長の条件から金利による価値増殖の阻害要因とな
った。余裕貨幣資本をもつ輸出関連企業は、商品輸出によってえた貨幣を海外投資にまわす。
それは日米間の金利差にもとづいている。たとえば、わが国の１０年もの国債利子とアメリ
カの１０年もの財務証券との金利差が４－５％存在しているということにより、国内投資か
ら海外投資に向けられることになる。海外取引、海外投資が活発化することによって、金利
問題や金融業務分野の垣根が改めて問題となったのである。大企業における貨幣資本が絶対
的な不足から貨幣資本の過剰に転化するにつれて、都市銀行や信託銀行や長期信用銀行等の
銀行行動は大きく変化した。大企業への貸出しが相対的に減少し、逆に大企業からの預金が
増加したのである。大企業の大口の貨幣資本をＣＤ、ＭＭＣ等で集め、それに０．４－０．
５％の利子を上のせし、優良中小企業に対して低利で貸付けを行い、中小企業専門金融機関
や政府系金融機関の貸付け領域に都市銀行が深くかかわるようになった。その結果として、
中小企業分野の技術進歩につれ、あるいは新興ベンチャー・ビジネスの登場につれ、中小企
業への都市銀行の貸付けの急増と相互銀行（現在では第二地銀）、信用金庫及び地方銀行の
それへの貸付の比重の低下がみられた。ここから都市銀行、長期信用銀行、信託などの大企
業向け金融機関と中小企業向け金融機関との垣根のあり方が問題となった。そして同じよう
に、巨大製造業や商社が蓄積された貨幣資本を証券や信託投資や債券の購買に向けられるよ
うになると、さらに大量の国債発行にともなって、銀行の窓口販売の必要性が高まると、銀
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行と証券会社との垣根の問題は低くならざるをえないのである。そのうえに個人貯蓄も同様

の傾向をたどるようになった。このように貨幣資本の蓄積の絶対不足の状況から絶対的過剰
の時代への推移の中で、金利の規制緩和はもちろん業務分野の規制の撤廃論および金融の国
際化への動きが登場してきた。とくに、金融の規制緩和の推進は、大企業、巨大銀行の要請
のうえに推進されているのである。

（２）中小金融機関の合併

１９９８年秋には、北海道拓殖銀行、徳陽シテイバンクの倒産を契機として、金融機関の

低迷が続いている。こうした中で、当初は合理化、投資の抑制、経費の節減により不良債権

の処理が行われていたが、銀行等の複合機能化、合併がすすんでいる。金融機関の倒産は、

金融機関の体質の改善のひきがねになって、合併問題が浮上している。

（３）地域経済の淘汰

▲地域経済と金融との関係は三重の構造にある。一つは都市銀行と密接な関連のある企業。
二づはjlDI麹H行との取引関連の強い中堅企業｡三つは都市銀行や地方銀行が相手にしてくれ
/極い単ｲ露軸撰である｡､蝉雛は不安定であるが､信用金庫や信用組合の融資によって
LやｌｂＩｌくり!Ｕ定きた企業も多い｡銀行によるきびしい審査によれば、とうてい貸出しはむずか
－Ｆ/Ｗへfr-.'心',

ｂいが､（！鍬、】らの取引から継続融資を受けている企業もある。金融における規制綴ﾛ、ビッ
ク`パン伯己資本比率の規制により、銀行自らの経営の体質改善の安定を図らねばならな
;〈■なりくi経営内容の良くない中山零細企業は金融面から淘汰されていくであろう。金融機関
が地域の産業を育成し、発展させて、自らも成長しようとする姿勢をとるか、経営の良くな
い企業を切捨てることによって、銀行経営安定を図ろ姿勢をとるかによって、地域経済の発

0，

Iﾏ､'1J･
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展が大きく左右されるであろう。
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流通分野における規制緩和と地域経済 毎$髭一
山,Ｊ：．咄

蕊撒く

箸本健二（松商学園短期大学）

Ｉ
1．課題の所在

81

商業を含む流通業は，わが国でも公的規制が強い産業分野の１つであり，1980年代まで

は，既存産業の保護を念頭に置いた競争調整が政策の柱とされてきた．その後，日米構造
協議や，わが国の政治・経済状況の変化を背景とした規制緩和が進行するにつれて，流通

分野における公的規制も1990年代の初めから段階的に緩和され,流通業をとりまく競争環
境は，自由競争を促進し経済効率を重視するものへと転換した．
言うまでもなく流通業は，①財の階次によって広狭の差こそあれ，一定の商圏からの集
客を成立条件としている点，②大手資本と中小資本とが，同一商圏における競争を行って
いる点，③卸・メーカーを含む垂直的な流通チャネルが，それぞれの経営合理性を追求し
た空間システムを構築している点などに地理的な特徴がある．これに対して公的規制を柱
とする従来の流通政策は，政治的な思惑とも相俟って多岐に及ぶ競争調整を行い，中小業
者および既得権者の事業機会を事実上保護してきた．さらに，食管法，酒税法など，他の
法益との調整に基づく規制的要因が加わった結果，わが国における流通規制の体系は非常
に複雑なものとなり，独特な商｣慣行を数多く含む「日本型流通システム」を醸成する要因
となってきた．

したがって，流通規制の緩和が地域経済に与える影響は輻棲的であり，大型店対個人商
店，あるいは全国資本対地域資本といった二極構造だけでは捉えきれない政策課題が数多
く発生している．その第１は，中小零細資本がどのように事業機会を維持するかという課
題である．第２は，特定商業集積法の施行や都市計画法の改正など，ポスト大店法時代に
おける商業配置の最適化政策を評価する指標の構築である．特に，人口の郊外拡散や生活
行動の変化など，都市中心部の商業集積が抱える構造的な課題は極めて大きい第３は，
広範な規制緩和に伴う新たな事業機会のあり方や，その影響に関する検討である．ガソリ
ンスタンドの多角化経営や酒デイスカウンターの急速な台頭などがその典型例である．そ
して第４は，卸を中心とする中間流通段階の再編成と，それが地域商業に与える影響の検
討である．周知の通り，わが国のＷ／Ｒ比率は先進国の中では例外的に高く，非効率的な
流通システムの象徴という批判がある反面，そうした卸の多段階性が，取引スケールの小
さい小規模小売業や周辺部に立地する小売業の商品調達を支えていることも事実である．
本報告では，対象分野を末端消費財の流通に絞り，関連する産業分野における規制緩和
が地域経済に与えた影響を理論的に検討するとともに，現実の流通政策が抱えている課題
について言及していきたい．

へ｢

n．流通分野における公的規制の範囲

田島義博（1993）は，流通分野における公的規制を，次の６分野に大別している．第１

－１２－

Ｙｏ
,0-

■､

-～h

`,き`÷－Ｊ ■■■■■■■



｜ま，競争調整のための参入規制であり，大店法や物流諸法などが該当する．第２は，需給
調整のための参入規制であり,各種販売免許制度がこれに該当する．第３は，営業規制で
あり，営業時間,休日,景品などに関する規制が代表例である．第４は，設備規制であり，
店舗の新増設や用途に関する規制,消防法による規制，内航海運業の船腹調整などが代表
例である.第５は，価格規制であり，関税による輸入品の価格調整，再販指定品目，交通
機関の運賃認可制などが代表例である．そして第６は，品質・安全規制である．
こうした流通規制のうち，地域経済に対する影響が最も大きい分野は，参入規制と営業

規制である.これらの規制は,①中小業者を中心とした先行業者の既得権を保護する性格
が強いこと，②流通関連施設の立地や取扱品目の幅を直接的に制限すること，③国の規制
に加えて地方自治体独自の追加規制が容認され，結果的に域外資本の参入を制限すること，
④地域の政治的要請に対する配慮が加味されやすいこと，などの点で共通している．
また，一連の流通規制の緩和と表裏一体を為しているのが独禁行政の強化である．独禁

行政の強化は，表面的には公的規制の強化にあたるが，その意図するところは自由競争の
促進であり，私企業を主体とする競争制限行為を大幅に縮小させている．このことは，わ
が国の流通機構のあり方や取引形態に大きな影響力を及ぼしてきた商慣習の根本的な変化
を意味している．商慣習の変化が地域経済に及ぼす影響については，第Ⅳ節で検討したい．
m・大店法の緩和と地域経済への影響

次に，流通分野における規制緩和の影響を，代表的な参入規制である大店法の変化を通
じて検討したい．ここで大店法を採り上げる理由は，国民生活への影響の大きさや認知度
の高さとともに，中小業者の保護，自治体による追加規制の容認，既得権者の利益と政治
的な思惑との連動など，わが国における流通規制の特徴を数多く含んでいるからである．
大店法による競争調整が，地域の流通システムに与えた主な影響として，①規模による

規制，②地方自治体による上乗せ・横出し規制の承認，③市町村の商調協への実質的な調
整権限の付与，④事前商調協など調整協議の非公式化と前倒しの進行，の４点を指摘する
ことができる．このうち，店舗面積を唯一の規制基準とする建物主義は，売場面積を規制
基準ぎりぎりに抑制した中型のスーパーマーケットや，面積規制を受けないコンビニエン
スストアを急増させた．また，上乗せ・横出し規制の容認は，域内資本の優遇につながる
とともに，域外資本の排除や小規模小売業に対する保護政策の程度を通じて，地方自治体
間における競争条件の格差を拡大させた．さらに，調整協議の非公式化や前倒しの進行は，
大型店の出店調整を長期化させるとともに，出店調整を，金銭授受など不透明な要素を含
む‘条件闘争，の場へと変質させた．このように大店法はク全国資本対地域資本，大型店
対小規模店という二重の競争調整を行ってきたと考えられる．
大店法は，一定の空間における大型店の売場面積を制限し，小規模小売業を保護すると

いう点で，フランスのロワイエ法（loiRoyar）と似た'性質を持っている．しかし，両者の
決定的な差異は，ロワイエ法が，小規模商業者の育成のために，経済的な優遇措置を含む
目的別プログラムを数多く整備してきたのに対し，大店法は大型店の規制に重点を置いて
小規模業者の基盤強化が遅れ，また補助金も，明確な目的や成果に対してではなく政治的
な要請に従って配分された事である．言葉を代えれば，ロワイエ法に基づくフランスの商
業政策は，小規模小売業を大規模小売業と並ぶ商業の核として位置づけ，その存立基盤を’
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＃へ将来像を示
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こうした

域経済に多

ける事業機

ともに，両者が質の異なる競争を行うことで空間的に併存しうる可能性を模索
これに対して，わが国の大店法下における流通政策は，小規模小売業の明確な
さないまま，大型店との競争回避のみに注力し，課題を先送りしてきたのであ

JTULii
こうした大店法の緩和は，情報化や消費の成熟化などの外部要因とも関連しながら，地

域経済に多くの影響を与えている．具体的には，①大型店の出店攻勢と小規模小売業にお
ける事業機会の縮小，②競争が抑制されていた業種における新たな競争の発生，③成長業
態内部における水平的競争の激化と過当競争の拡大，④小規模な盆地資本が主体となる山
間部や，大店法下で保護体質が強かった地域に対する域外資本の急激な流入，⑤チャネル
の主導権を確保した上位量販資本による垂直的な戦略同盟（StrategicAlliance）の構築，
⑥卸の上位集中化や物流拠点の集約化に伴う周辺地域における商品調達システムの弱体化，
⑦商慣習の変化を反映した小規模店における利益率の減少，などの諸点を指摘することが
できる．このうち，②は免許制度などの参入規制と密接に結びついている．また⑤～⑦は，
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製配版をつなぐ流通チャネル全体に係わる変化と位置づけられる．

Ⅳ、商慣習の変化と地域経済

わが国の流通機構には，数多くの商慣習が存在し，これらは諸外国から非関税障壁とい
う厳しい批判を受けるほど流通の諸局面において支配的に作用してきた.こうした商慣習
もまた，規制緩和によって急速にその姿を変えている．商慣習の変化を直接的にリードし
たのは，需給調整に係わる規制の緩和と独禁行政の強化である．ここでは，商慣習の変化
をもたらした２つの流通規制緩和と，その影響について概観する．

１）需給調整の規制緩和と商慣習の変化

需給調整を目的とした規制緩和の代表例として，酒類の販売免許制度とガソリン流通に
おける諸規制を挙げることができる．酒類流通とガソリン流通は，①担税品目であり，商
品の安定供給を目的とした諸規制が流通機構に対して支配的に作用してきたこと，②末端
の小売業者に占める中小零細業者の比率が非常に高いこと，③日本酒，焼酎乙類などを除
き，供給サイドの上位寡占化が進行していることなど，多くの点で共通しているにもか
かわらず，この２つの流通分野で進行した一連の規制緩和の影響は，今日までのところ極
めて対照的であるすなわち，酒類流通においては，デイスカウンターの急成長や量販店
の酒販免許取得によって小規模酒販店の事業機会が縮小しているのに対して，ガソリン流
通では，元売り業者や特約店が中間流通段階で様々な価格操作を行い，その結果として，
ブランドを越えた地域横並びの価格体制が維持され続けている．
こうした差異が生まれる最大の理由は，各産業分野における商品特性と，これに起因す
る商慣習の違いにある．酒類流通の場合，酒類のマーケティング戦略の基本単位はブラン
ドであり，上位メーカーの多くが地域卸を特約店として組織化し，地域市場でのブランド
シェアを競うことによって，垂直的な流通チャネル間での競争体制を構築してきた．した
がって，販売規模が大きく，かつ価格競争を通じて消費者の支持を得たデイスカウンター
や量販店の意向に対して，メーカーは地域市場におけるシェアを維持するという視点から
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受動的に対応せざるを得ないすなわち，規制緩和が一種の競争的寡占状態をもたらしたといえる．

これに対してガソリン流通は，原料を輸入に依存し，かつ備蓄許容量の制限があること
から，元売業者間での需給調整（業社間転売）が日常的に行われている．加えて，ガソリ
ンの場合には，酒類のようなブランド間差異を消費者がほとんど認知しないことから，地
域市場におけるマーケティング戦略は景品類を含めた価格競争に終始してきた．こうした
士壌の中で，特定のブランドだけが突出して販売量を増やすことは，業界全体の体力を殺
ぐという意識が根強く残り，リベートによる地域横並び価格の維持という商慣習が残され
てきた．例えば，量販資本系ガソリンスタンド（ＳＳ）の低価格での参入に対して，既存
のＳＳも価格を同水準まで引き下げ，地域横並び価格を維持している．また，ＳＳにおけ
る付帯サービスの実施についても，消防法など多重規制がネックとなって，元売業者がＣ
ＶＳチェーンをＳＳとは別に展開するなどの対応に留まっている．このため，規制緩和が
小規模小売業に与える影響は，酒類流通に比ぺて必然的に小さくなるのである．

１
１

’ ２）独禁行政の強化と商慣習の変化

商慣習を変化させているもう１つの要因に，自由競争の促進を目的とした独禁法の運用
強化がある．独禁法の運用強化は，流通系列化など非関税障壁の撤廃につながるとの視点
から日米構造協議の議題となり，1991年７月に公正取引委員会が示した「流通・取引慣行
に関する独占禁止法上の指針」を通じて独禁法の運用強化が図られた．流通分野における
独禁法強化の狙いは，流通系列化や再販売価格維持行為など，流通チャネルに対する強い
支配力を背景としたメーカーの恋意的な取引の是正である．特に価格維持行為に対する摘
発の強化は，メーカーが流通の各段階におけるマージン率を示唆する建値制や，メーカー
による排他的取引慣行を弱め，結果として大手流通資本へのパワーシフトを加速させた．
しかし，建値制は，メーカーによる価格維持政策という側面がある一方で，大手流通業

者と小規模流通業者との間でマージン率を調整し，販売量で劣る小規模流通業者の粗利を
保障してきた．その意味において建値制は，日本における小規模流通業者の存立基盤を下
支えし，流通システムにおける二重構造を維持してきたと考えることができる．また，１９９０
年代の前半に進行した，いわゆる‘価格破壊，現象は，建値を軸としたメーカーの価格コ
ントロールの限界を示したものといえる．このような建値制の後退は，スケールメリット
を持たない小規模流通業者が大手流通資本と同じ条件で競争を行うことを意味しており，
価格や調達ロットの面で極めて厳しい競争条件を強いられることになると思われる．
ここでは，商慣習の変化の引き金となった２つの規制緩和に絞って影響を整理した．し

かし，流通チャネル内部における微妙なパワーバランスの上に成立してきた商慣習の場合，
他の規制緩和に伴う間接的な影響が大きいことも特徴である．例えば，大店法の規制緩和
によって，商調協に一定の発言力を持っていた地域卸の地位が低下し，結果として堂販資
本による卸の絞り込みが加速するなどの影響がこれに当たる．

Ｖ・流通政策の課題と経済地理学の役割
●

規制緩和は，流通の各分野における自由競争を促進すると同時に，産業の上位集中化を
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いくことが予想される．￣連の規制緩和の後に実施された「商業統計（1994年）」

，経営規模による売上の二極化，売上における業態間較差の拡大，業種店の苦戦，
の有無による集客力の差の拡大といった傾向も，このような規制緩和の全体的な方
裏付けている．また，自由競争の進展に伴う個別の変化として，経済効率を重視す

｜ﾛロ

る企業戦略の合理性がより強まり，クイックレスポンス化，ＪＩＴ化，アウトソーシング，
そして在庫・生産の集約化などが進行している．その一方で，経済効率が低い業種・業態
ならびに空間は，コストセンターとして流通システムの中から切り捨てられていくであろ
う．

これに対して，規制緩和後の流通政策では，商業を中心とする流通業を，都市計画法な
どに基づく空間全体の最適化という枠組みの中で位置づけようとしている．ところが，視
点を商業集積整備のみに絞っても，①集積の整備と地価および土地所有形態との摩擦，②
膨大な費用負担を個店に求める公的補助の問題，③モータリゼーションや定住人口の郊外
拡散など都市構造の変化と中心地整備の対応，④周辺地域における商業集積維持など問題
点は多い．これらの問題点は，過去の流通政策が課題としてきたいくつかの問題点といず
れも深く係わっている．すなわち，自立・持続可能な小規模小売業の育成，自立不可能な
集積への補助・育成に対する社会的合理性の明示，目的を明示した補助の実施と成果の管
理，そして自治体単位での最適化から広域での最適化への転換などの諸点である.とりわ
け重要な点は，大規模小売業の参入を制限して，一定空間の消費を特定の商業集積に振り
分ける考え方が意味を失いつつある事である．今後は，大規模小売業と中小小売業とが,
異なる競争原理の中で共存していく仕組みを確立する必要があるこうした点を暖昧にし
たまま，政治的な思惑が主導する形で流通政策を継続することは，新しいスキームの合理
性を歪め，新たな規制を再生産するだけでなく，財源に対する費用対効果を低下させる懸
念があると言わざるをえない

しかし，規制緩和後の流通政策が，空間全体の最適化という枠組みを示したことによっ
て，経済地理学が果たすべき役割や研究対象は拡がり，かつ重要性を高めると思われる.
まず第１に，流通政策における空間的な現実性の欠如を補完するために，実証的な提言お
よび批判を行う必要がある．例えば，生活者の行動という視点から商業空間を捉える試み
や，都市の階層や都市化の諸段階に対応した集積配置の提示などは，消費者の選択行動と
地域政策とを結びつける上で極めて重要となろう．第２に，諸外国における事例研究の蓄
積が必要であるとりわけ，行政が流通活動への直接介入を行うフランスと，都市計画全
体の中で一定の規制を加えるドイツ及びイギリス，そしてゾーニング規制のみを行うアメ
リカの流通政策を，各国の都市構造や都市政策と関連づけて比較するとともに，わが国へ
の適合性について検討することも重要である．第３に，水平的な競争構造だけでなく，垂
直的な競争構造をふまえた施設配置の検討を行う必要がある.とりわけ中間流通段階の上
位集中化や集約化に伴う拠点配置の変化は，周辺地域における調達システム維持の問題と
も密接に結びついており，今後は企業行動の合理性と地域政策との矛盾を埋める議論が要
求されるであろう．第４に，流通段階における経済効率の追求が，流通の川上に位置する
製造業の拠点配置に与える影響を明らかにすべきである．そして第５に，規制緩和に伴う
ビジネスチャンスの拡大と新たな競争構造について空間的な研究を進める必要があると思
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｢国際化・規制緩和時代の農業・農村および地方の地域経済問題」
北村修二（岡山大学）

近年、国際化がかってない規模と形でダイナミックに展開し、これに伴う産業
地域、地域構造の変容・再編成化には著しいものがある。地球的規模で地域や雇
用問題が顕在化した。ヨーロッパでの難民の流出入や失業．雇用問題、ドイツで
の新たな地域間格差等、また開発途上国での社会不安の増大と海外への労働者の
流動、なかでも中東の労働市場の崩壊化に伴う先進国への労働者の流入等は極め
て重要な課題となった。産業や経済政策、また地域開発や環境保全をめぐる論議
が姦しいゆえんである。

、

日本経済も、わが国資本による水平的・垂直的統合がグローバルに展開し、本
格的な国際化を遂げた。日本は、１人当たりＧＮＰが１９９４年には３．５万ドルと、世
界屈指の豊かな社会となった。それは、購買力の旺盛さに、なかでも内外価格差
が大きい海外旅行、とりわけ女性のそれに顕著にみられ、ブランド商品の輸入も
急増した。

■

これに伴い、日本の産業や流通システムのみならず、地域構造も大きく変容し
た。国際的に新たな経済圏も展開し、地方においても新たな経済圏や交流圏の＿
部分地域と位歴付けられるような事態さえ展開した。環太平洋経済圏のみならず、
環日本海経済圏や環黄海経済圏の展開等はまさにこれに当たる。

これに伴い、農林漁業や製造業等の地場産業とそれへのサービス提供に支えら
れてきた地方や地方の小都市（県庁所在都市以下の例えば岡山県の新見市等の小
都市）が衰退する一方で、企業や資本および都市とりわけ世界および全国の拠点
たる世界都市東京は、国内および国際市場を同時に把握するメリットを享受し、
資本、富、雇用等が一層一極集中化した。その流通・ネットワーク網の末端に位
置しその役割を演じる地方中核都市（仙台市や広島市等と岡山市等の県庁所在都
市等）の成長もみられた。

貿易からみた地域構造は、１９９５年の港別輸入額にみられるように、成田空港が、
全国の輸入額（主要輸入品は事務機、半導体等）の１８．５％と第１位を、次いで東京港
が１２．７％で第２位（主要輸入品は魚介類、肉類等）を占め、首都圏への集中が顕著で
ある。海外からの物と富に加え、第１図のように、国内においても物が中央から

1７
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へ、富は地方から中央に流れるシステム、とりわ

京への－極集中化が促進されたわけである。

のようななかで矛盾、例えば雇用面では労働市場

東京 (世界INI市）
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日本人の穴埋めや
1959年総数674,315人

うち韓国北朝鮮(90.1％）

うち中国（６６％）

うち米国（1.6％）

うちその他（１．７％）

1993年総数1320.748人

うち韓国北朝鮮(51.7％）

うち中国（15.9％）

うちブラジル（11.7％）

うちフィリピン（５５％）

うち米国（３．２％）

うちその他（12.0％）

第２図都道府県別にみプ
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東
兵＝=＝￣帝一U葱海廟プーーーーヨ１選蓬低賃金労働者の補

強策として、待遇 愛知

京都

や設備等の改善な 福岡

神奈川

その他

＝＝＝＝＝害ﾖ燕毒労ﾛｰ￣索彰涜成冗Ｆ￣ＺＺ

く利用しようと、
￣■■■■■■

外国人労働者が法

の隙間や法を侵し

てでも流入し、さ
都道府県別にみた国籍別在留外国人の推移 (資料：入国管理統計年報各年次より作成）

せられた。すなわち従来農業等の出稼第１表水島機械金属エ案団地協同組合1Ｂ社の総従業員数
および日系外国人労働者数（鰭社市）

１９９４年6

11議一壽雲－…
ぎ労働者が担ってきた底辺労働、とり

わけ製造業、建設業、飲食店サービス
剣

（安料：水島槻械金属工業団地協同組合資料より作成）

業等のプノレーカラー的労働の供給は、

近年、年齢構造的にも産業構造的にも困難化し、その穴埋めを外国人労働力に求

めたのである。実際日本の農業部門からの出稼ぎ労働者は、ピーク時の１９７２年に

は３４２万人いたが、１９９３年には４１万人へと１／８にまで激減した。

かくしてニューカマーとしてブラジル人、中国人、フィリピン人等の外国人労

働者が地域的に展開した。第２図のように、海外の出稼ぎ予備軍と位置づけられ

た日系ブラジル人は、日本経済の根幹をなす自動車産業の下請け部門が展開する

地区に集中した。第１表のように、倉敷市水島地区にある三菱自動車の下請け企

業が水島機械金属団地を形成する等して企業進出がみられた岡山県総社市に、日

系外国人労働者が展開したわけである。

不況にも関わらず、外国人労働者の流入とそれを求める動きには大きなものが

あり、都市部の斡旋業が急増したのみならず、従来保守的とされた農村に、農業

労働力や花嫁として流入した。日本国籍が高付加価値商品化し、偽造パスポート

また高校生が戸籍を売る国際結婚さえ生じたわけである。

もちろん日本の国際化は、地域志向が極めて特異的である。それは、第３図の、

欧米とオーストラリアへの志向が極めて強い旅行希望先地域等に顕著にみられる。

しかし現実の国際化は、このような地域的志向とは全く別の様相を呈する。実際

わが国で急増している国際結婚をみると、国際結婚は容認され、それへの評価も

相手や本人次第と寛容さを呈しているようにみえる。しかし内実は、第４図のよう
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1990年 1993年 1994年６月日
系
人

ブラジル

その他

合計

８４人

２０人

104人

388人

47人

“５人 335人

団」 ﾛ内従業員数 4.905人 5.141人
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備考：１～６位まで順位をつけて好きな数だけ選んだものを
得点化した．１位は６点とし，以下２～６位はそれぞ
れ５～１点を配して得点化したものの平均値．

第４図外国人労働者および国際結婚のパートナーとしての
地域イメージ

（資料：1994年４月に岡山大の学生を対象に行った廟在．
回答者83名，より作成）
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備考：１～６位までIlmi位をつけて好きな数だけ選んだものを得
点化した。１位は６点とし，以下２～６位はそれぞれ５
～１点を配して得点化したものの平均値。

第３図国・地域別にみた旅行先，留学先，移住先および永住
先希望地
（資料：1994年４月に岡山大の学生を対象に行った甑査．
回答者84名，より作成〕

'･Ｉ

ｉＨ可

P5l
Jii

I.：

ijF
1 に、それとは全く異なる志向だとわか

る。実際、国際結婚の現実のパートナ

ーは、日本人の希望的な好み、またか

って女性を中心に典型的にみられた欧

米志向のものやその上に成り立つ単な

る意向やイメージとは全く異なり、従

来日本女性が欧米を中心とする先進国

の外国人男性にもらわれる形のものか

ら、第５図のように日本男性がアジア

を中心とする外国人女性をもらう形の

０ 5， １６G％

：:;;髪室参り〆1965年婚姻数

（４’156）

ＢＢＢ

塁ﾆﾆﾆﾆﾆﾆﾆﾆﾆ：■Ｈ ：:21’1975年婚姻数

（6.045）

ツ1985年婚姻数

（12.181）
』」

ﾆｰｰｰﾆ轆H1蝿ｉ移1991年婚姻数

（25,159）

圏妻が韓国北朝鮮鯖ＺＺＺｌ夫が韓国北朝鮮籍
厩爾１妻が中国籍願騨夫が中国籍
■■妻が米国籍『ｦ万夫が米国霜
囲妻がその他の国籍Ｒ夫がその他の国籍

第５図国籍別にみた国際結婚数の推移
（資料：人口動態鯛在により作成）

iの国際結婚では再婚も目立ち、特に韓国際結婚へと、大きく変化した。また男性の国際結婚では再婚も目立ち、特に韓

国・朝鮮籍等アジア女性との婚姻ではとりわけそうである。欧米人との婚姻では

ともに初婚が一般的である点にもこの問題の深さをみるのである。

このように近年、国際化の進展のもとで、外国人労働者をはじめとして地域や

労働市場の再編成が、また日本の国際的役割も大きな変容を迫られている。もち

ろん新潟県巻町の原発問題や徳島県木頭町のダム問題等の住民運動のように、ま

ちづくり、また地方分権への新たな動きは、中央集権のもとで培われてきた地方

支配の論理の再編成そのものであり、中央と地方、さらに日本社会や日本と世界
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との関係そのものの再編成を考えさせる課題でもある。

地域や雇用問題を今までとは違った視点で位置づけるのみならず、私達の生活

や価値観を捕らえ直し、それに対応する必要、さらにはそれへ対処するための法

的整 傭も問われてい る。

従来の中央集権的な支配や地域構造と、それを打破できない民主主義情勢の閉

塞状況等からの再編にも対処し得る、新たな志向や価値体系の構築をはじめとし

た新たな対応が、また国際化に関しては、今後の本格的な国際化に対処するため

にも、欧米先進国中心の極めて偏った従来の志向や国際化とは違った、新たな志

向や国際化、また内なる国際化もまさに緊急の課題となっているのである。

国際化が一巡化した今まさに、地域および地域構造がどのような再編成と対応

を迫られ、そこではどのような課題が、またそのためにはどのような研究、視点、

分析や方法論が必要とされているのかが問われているわけである。

もちろん研究面すなわちわが国の地理学の研究成果についても、近年、国際化

の進展に伴う産業、地域経済や地域システム、またそれに対する政策的課題の変

容・再編成等への新たな取り組みが、環太平洋経済圏や環日本海構想等の経済圏、

国土再編成政策としての新たな地域（成長の）軸構想、また環境・民族・社会問

題への関心を惹起しながら、みられるものとなっている。

国際化に伴う地域システムに関しては、世界をシステマテイック、すなわち地域

が、中心域一中間地帯一周辺域という３地域構造を持ち、全体のなかで有機的に

連携するシステムとして捉えることに新たな方向を求めた安藤萬壽男『現代世界

の地域システム」の業績、国内的・国際的な新たな経済圏の形成に関しては、九

州や北陸等の地方も国際的な経済圏の一部分地域と位置付けられる事態が展開し、

坂口・丸屋の九州とアジアの地域間交流の分析、大阪市立大学地理学教室の大阪

！

堀
川
哨
閣

Ｉ

とアジアとの関連、朴の企業の輸出行動からみた釜山 福岡間の関係、竹内の地

域問題と地理学のゆくえの考察、矢田や石井・長岡・原田に代表される遷都論や

国土軸論や国土デザイン（地域連携軸構想）等を含む新たな地域開発や国土づく

りの研究は特に興味深いものと言える。

もちろん国際化に伴う第１次産業をはじめとする産業と農山漁村や地方の再編

成化と地域的課題に関しては、農産物の自由化や問題地域の課題を考察した石原

照敏等、地域産業や地域システムの動向を捉えた下平尾勲や富樫幸 や竹内淳彦

2１



’等、大都市圏特に大阪やとりわけ東京の研究については、加藤幸治、葛谷浩明、

ト開発に関しては構尾良隆等、都市システムに関しては加藤秀雄等、またリゾ

森川洋、阿部和俊、日野正輝等、また理論化、例えば立地論の現代的意義につい

ては黒田彰三、富田和暁、杉浦芳夫等の、さらに近年目立つ海外研究については

小林浩二、遠藤元等の研究があげられる。

巡するなかで、国際化に伴うこのような研究業績をみるに、現在、国際化が

面的でない企業や地域の変容と対再編成を評価する段階、すなわち国際化の（

応等の）展開をどう把握し、分析・方向づけ、さらにどのように評価していくの

さらにはそれらの把握や分析等研究そのものを評価する段階ｶｺが問われる時代、

にきているとも言えるわけである。

以上のように、国際化が進展し、環境や国際問題までもが山積するなかで、経
。▽

済地理学の課題も極めて多岐に渡り混迷化しており、地理学の意義と独自性が改

しかも地域的課題は国際化しているのみならず、相互研究もめて問われている。

進展しており、日本は世界のトップ水準の国として、視角、方法論、理論等が欠

昔前の先進国紹介型でない独自性が問われてい如してきたわが国の地理学も、

’
理論化が必要とされている。るわけである。国際化に見合った大きな視点や抽象

ドすることも可能である。国内および世界へ向またやり方によっては世界をリ

けて発進できる独創`性が、わが国における地理学の、また国際社会における日本

地理学の存続とも関わる極めて重要な課題である。分析い視角、方法論や理論化

においても、わが地理学界の飛躍、まさにアイデンテイテイそのものが大いに期待

されるゆえんである。

iｔ

｢鯨の糊１９９５」鯨瀦雛鯛.ｐｐ、８６へ８７1）鯨鰄鵬鯛（１９９５）

i鴎化上棚市劉．ズ脳.ｐｐ、１０６へ1072）鮒§二（１９９５）

『鯨の獺１９９１」鯨鰄鵬繩.ｐｐ、１７４－１７５3）鯨謝鰹鯛（１９９１）

i鰍嘘M鵬」．大砿．ｐｐ、２００－２０１4）伽柵二（１９９７）

！ ｉｉｉ

鍛鵡ｉＩｉ９ｌＭ界の鯛ｼｽﾃﾑ」（大脳）
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頂ロ・丸鴎『鴎蛾馴時側（大臓）

地理(４１－８)艫（１９９６)Ｍ１ヒアシャア（二宮雛）

大Mi紘大翔醇鱸鬮｢アシ゛アヒズＩＲＩ（古今鍬）

朴紘｢雀'１１蝉の拙欄jj6II}艦'11-卵|Nil､船鰔」（跳鞠42-3）

竹内啓一｢社会鯛こして10m鯛鬮」（瀞６９－３）

知敵ili輔0鶴上鰄」ｉ阯鰯ｔ雌餓｣大脳

万樵作綱閲･IiiH1ii髄｢国士洲の鱗上地附会」（力砿）

砺鮒｢M1ii鯛ﾋﾛ鰯争｣大W堂

下平鮒i鵬蕊」（瀦贄）

龍幸一｢遭難iiLt鯛鰯」（嘘４１－１．２．３）

竹内繩iｴ魏馴鋤」（大脳）

Ｈ１牌惜｢鰯サービスUDmiiii獺上その鯨へ9-麟''１」（綱６９－２）

馴糊｢儲3雌靴|［よｉ大郷市馴嚇」（人11148-4）

H1鰯１Ｍホ゛－ﾀﾞﾚｽ時細大鰄醗」（噺雛）

鵬雌｢鵬鮒鮒におり６リソ゛－ト開翻画ヒリソ・－ト鯛0Ｗ成雛」（脳年鬮42-3）

鳶１１１隙｢bjil駐要航に鮒６艫鯛ｔ肺ｼｽﾃﾑ」（嘘解５１－２）

Iil部iMRi髄固り誠#綱剛（古今誠）

日野噸i榊纈上描鋤」（古今懇）

鳥１１１舵iilii･航分if上鰯立艫」（大脳）

卵棚｢鯛上麟」（犬用堂）

#ii鍬｢鮒学o細」（地評69-11）（１M上りj【iiiliいずｈ61996年にＭｉさ紘柳）
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合同シンポジウム会場（福島銀行本店地下大会議室）

５月３０日１J:30～１６５０
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金谷川駅へ徒歩５分

共通論題シンポジウム会場（福島大学共通講穣棟Ｌ４教室）

５月３１日９:00～１８:0０
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蟻
｢国際化・規制綾和時代の農業・農村および地方の地域経済問題」

北村修二（岡山大学）

’'５０ 1,0％0
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pI1I弧唖0年8.281人

Ｉ錘年12.498人

1993年13.414人

公INl992Il：128.2万人

四戚屈'99261K24.7〃人

【仏 1Ｆ

Ｉ国際化の遼展

１輸入の急増

２企業の海外進出

３人の国際化

Ⅱ規制級和・自由化と農業等産業構造の転換・再編成

１農業における規制鰻和と自由化

２地譜・地域産業の再編成

３農業・農村の再縄成化

、地域遷済と地域システムの再編成

１地壊経済の変容

２地域システムの再編成化

３国際化時代の地城的課題

Ⅳ新たな地域づくりに向けて

１国際化時代の産業づくり

２まちづくりと地域開発

'銅…"1噸ｉ麺!i剛~……

ＶＹ科：pllIHA国晦交漣ZnPYFIより作嘆

ｴｰｮ圃岡１１１熟における国箱Ｍｌ外国人職麟涜飲の推移 》率籍》穰蒟国
》
の》

巍辨
》

そ》

…ｗ;z;z”三Ｃ￣－

－＝￣1965年h9姻欧（4.1露）

1975年購姻数（６.鴎5）

1985年iGlg数[12.181）

1991年臨姻数嘩.I艶）

■■

勃筥難霊…

：:｡i･:.::i:i蝿伊語穿宰雪一・

伍考：外国人旦配者放が150人以上の市19『Ｈの埆合のみ四筋関別合を示す
資料：岡山ﾛLNW科より作成

工－胸岡山黙における外国人登畷者飲と国巧別割合
陞国･朝露Ｄ５Ｂ

１４図田壇別…､､鳳鰯圏…鯵
寅科：人口曵廼貝丑仁上ワ作成Ｔ－斑一雨

1991年贈姻屈H(鵠.159）

東京都（７.醜），984年
大阪府《ａ鰹）

神奈ﾉI|県（4.1%），986年
千漂県１４.”

鰯露::巽！…
兵燭県[３１発）

京翻府【４.鰹）’9GG年
師岡県（３.暁）

茨城蝋（３.雛）Ｉ弱3年

1-1表,,93年におけるわが国の切花の輸入状況

199,6

錘人慶曇罫蕊爾邇回鰄鐵壷 中国(台湾を含む】
フィリピン

その他のアジア
米国

ブラジル

ヨーロッパ

その他 薑
塵雪夫妻とも記魑

国要は再趨
■■夫瞳再艦

圃亜夫妻とも再雷

330

41.

570

133

156。

夫妻とも日本717,1鴎

夫は日本１９．０９６

妻睦健国朝鮮6.969

妻は米国２４３

■■■■￣￣■－

－毎-一一・■ロロ宅茜茜凹＝四毎■ロ

蘂Z邇露■E鑿鍵Ｉ鵲

罎攪歴雪雲ﾖ111111霧《三 嚢はその他の国８．６１３障塞塞藷霧嚢露塞霧露露週

妻はＢ本6.063

夫ば韓国朝鮮2,666

夫は米国1.292

夫ばその他の国山、６

霞雲藪露悪ﾛ■鰯驍調!」
＄１，匁K2四ｍｕ』■

＝－－－ニニョと＿エ■塞呂&BH望
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正一〕蓋東海市に…倒,地舸県別斬規掌卒就画者(197,隼および1987鞭）
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図１肉罰の地壌別Iこみた国内皇蛮且並びに国別にみた輸入量

注)国内生伍に占める地WDNI皮､砲塗医回鼬.また倣入に占める各国の楓威は輸入興
種に占める各囚のＮ合．
”)『■井額油のＢ２■｣および『ｎ鉢木皮古銭針任｣r､1柞畝．

図表の出只

注村修二「百日本岳位生圧力地速の日室氏載」軽済地■手年短

北杵修二『田国化と地埴圧茂の圧刃」古今香院
1990年

北村は二「四回化と”■市田」大切亡

他付修二「囚厘化に伴う■■ぬ唾の匿容・再■丘」

（由比暁谷丹色住「地壊U9画の座専と埴壌閃見」大明立）

北村修二「睦竃侭迅の氏化とリゾート園児」
19921Ｆ

（駐日武允・石原■依田『且元ｎ発と珀壌巴戸」古今害院）

北村修二「轄硲にみるわが四の囚再化」古今否庄

（石原田敏甦修『四阿化と糖壊歴済」古今芒院）

比村住二「日本日■の皮＄と珀独嫁透」大埆宜

上村佐二「世〃の雇用岡四」犬飼堂

国■仏追及雪卸売・'1､発案
□団幼摂Ｅヨサーピス藁
■■宜円且暫遷■Ｚ翅ぞ②句
唾ｆの■の智迅毎

資料：大蔵省鋼「日本貿易月表ｊより作鼠 国
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＿‐-‐＝ユヱニーーニーーローー￣■

24.3陣ドル ￣￣■■￣■
■■■■■■■■'■■l■■■■■-l■■－'■■吟一■■'■■■－

￣I■■I■■■I■￣￣￣|■■D￣Ｉ■■･■■･■■Ｄ－－ﾛ■■lｑ

１．４１７(100.0】

【100.0）宮科：大臣uiTYFU域泗fより作唾

正一ユINIわが国における豚肉頬輸入金額の状況
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矢要率q993fF）

伍考：アルリニリア．中園モロァコ，ルクセンブルクば1992鐘

アイＬランドは1991年の矢寅串

寅F1：【IJO済F1より作成

Ⅱ－１国…と1人当り｡｡…夢握世界…繍威
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＄西月

上中▼
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１９ヵ年における岡山県および月影F県のい草ＸＯａ当り生産費
Ⅱ－１嚢Ｉｇｓｓ～95雫に鱒ける県馴にみたい…作付因圃の助内■

Ⅱ■ ■▲付け

鑿
輸出

Ⅱ~〕団岡山県におけるい草鑑屡家酢付方式
働間:国山劃昼''感川州
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勝1,75率
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町

１Ｍ農1,万年Ｉ二措けるい製品の…,]にみた……質料：岡山爆艮林部より作成

Ⅱ－３表囮別にみたい里品の輸入丘の推移状況(単位：トン）

潴科:良１Ｍ`緬騨↑，…畉良璃七…ＦＩＩ』燗

1995年
全図計 5,959(100.0）

Ｉ暖騨蕊展京辮勤,胸，
庚科：各県且林水産焼2+鯵細（各年次）より作成

台両

大何氏図

中函人氏共和囚

その他

２４１

１９

３７０８６９

２９
ｊｈｎ空

合計 3８０１５８
100.01,0.,

雛惣警呵腫M灘
Z品３$四逓守、合、舍趣ら､UＵＦＵＢ

質料：岡山，艮艮井部質料よワ作成
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2６．７（１４．５）
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2９２（４２．５）

2８９（４２．７） ！ ！： !］
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9701 198011；1990年1993年

庇料；匝趨安定璽碕“fより作成

画一３図瀬戸内地域の県瓢有効求人倍醗

個勾；従黛ｎ敗４人以上の平黛所

質料：岡山ＷＬ商工労働部より作鯉
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広日．プール．テニスコート
〃外コンサート台■は含む

似■プピング6白■(し呉卜テン．カフェテリア住】
インフォューシ■シセンターュは．ワリニック
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時竺一五■
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回田

】.Z■五路《■五＄.､②ＤｒＴＩｏＵ郷■lUO丘、=で
9.0ロヨ路ＦｂＤｃ艶O■ 坤亀11 艮案鱒竃改召卒寅

山村鍾貝地堆

笛艮擾貝地戦

内用宇錘艮堆城

山村鎮貝艮林担案特別対銅卒寓

艮竃投ロ地域

百産甘且団亀

鳳孟畑地帝知念土埴改良平禽

過疎地壊

辺地

画巴区円地壌

庄椎市町村田

野粟（冬キャベツ）拓定且聡

好案（トマト）生団地

高屋車生産団垣（吝蛮、野躍．果樹．たばこ）

蚕睡申舞陣施政政丘乎寅
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商飽申痕田畑作狂甘SE立対演平■
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＆村穐合竺傭モデル亭友
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団体2ｔ亟地閃見且■平寅

第２次且舞揖造改訂卒寓（風忠および切珀区）

県性四四駐■本寓（長山珀芭）
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頒辺地
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1969年
Ⅳ－１図認寺山ﾘｿﾞｰﾄ関発の櫨要の位置

質料：脇山市役所
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年紛（HE）男女

実施年次 平藁名 事珂内容

事顎

563.910
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県営畑地侍韓合土地利用改良事窯

広壇廿且団地巳逝整田事突
巳甘姥合竺■モデル華婁

畜産団地駐日事室

箆２次28塞檎透改否事塞

県世田榴駐■平塁
第３期山村優良艮林色塞対簸事禽
広毬甘且田廸目遁竺竺事窒
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大区画囲磐駐個の推進
７良村の水質保全と生活環境の整燗を因る農薬凝落排水事業｡

都塵郡山手地域

農業梨瀞排水寧業駆業

事業費８．９億円

効果：農業用水②再利用化

Ｂ夏だし、こんの主産地の形成

一苫田郡加茂可岩渕地区

農地囲発事業

事議費１９．３億円

効果：夏だし、こんの作付け増力ｌＩ
ｉ

ｌ９地壌の保全と活I生化を図るため池整備

和気郡吉永町大地地区

老朽ため池整鬮事業

事業費５．７億円

効果：水源整傭と親水量観の整煽

ID米炊飯加エ麓般による地域農業の活性化

赤磐郡赤坂町赤坂地区

．農業基盤砿立農業構造改聾率業

事業鈴５．６位円

効果：アグリピジネス産粟の創出

１１地域資源を活用した活性化

新見市草間地区

農業碑造改善卒業

効果：そば打ち体験等交流人ロの増加の創出

啼粟排水）

｣【」ﾛロ

（不耕起乾田直播）
中

生産性農蕊基鐘甦備の重点的かつ加速的推進
ｕｕ■’

111-瀧晴抑国棡Ⅲ」|[おｌ１５ガット，ウルグ7イランド対策 に伴う利用梱殴定（経営規模の拡大化）

る商生産性農業展開のための生産基盤の整侭高生産性農業展開のための基盤整備と中山間地域活性化のための総合整傭
●

岡山県

璽駐事業

1国際化|と対応した農業構造の実現 契犠とした良地の利用権段定

の畑地の総合的整鰯

・高品質・高付加価値型農業の推進（優良米…有機無農薬農業）

・大規模経営（高生産性のための基盤整繍、低コスト水田農業） 業（畑地潅擬、艮遊、区画楚理）

2力強U経営体o育成
￣￣－

効率的な農業経営体の育成（新規就農者の支援、集蕗F営農組織の育成）
整理、生函額畑、担い手の育成

組み

3農林水産業の6次産業化
加工や流通・販売を含めた企業活動の推進

4中ⅢiiMI域の活性化
農林業の総合的活性化、滞在型の都市との交流の促進

5地域特性|t生かしt農林水産物０生産振興

と都市（神戸ホートアイランド）と交涜の推進

改善のための農道整傭

事業

化自然条件を生かした農林水産物の握興

6活力b5農産漁村c創造
生産基盤、生活環･境、都市との交流の促進
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経済地理学会第４５回大会（於.福島大学）

共通論題シンポジウム報告

「流通における規制緩和と地域経済」

箸本健二（松商学園短期大学）

4）大店法の段階的緩和と地域商業への影響

①盈販店の出店攻勢と店舗の大型化一業態間競争の激化

②蛍販資本間における競争の発生（域内資本対域外資本、大店法下で建設された中型店のス

クラップアンドピルド、ＣＶＳ市場の飽和）￣業態内競争の激化

③カテゴリーキラーの進出→外資進出の橋頭塁：地域における同業者団体が弱い業種、再販

制度により価格競争が少ない業種、内外価格差の大きな業種（書籍、レコード．スポー

ツ、紳士服、玩具等）

④上位jEt販賓本による中間流通段階の垂直的統合（戦略同盟等）

⑤流通システムの効率化に伴う周辺地域･零細店の切り捨て

1．報告の視点

･大店法を中心とする流通規制綬和がもたらす地域商業・地域経済への影響

･自由競争時代における流通政策の方向性と地域商業の蝶題 4．その他の規制緩和と地域経済への影響

2．流通分野における公的規制 1）独禁行政の樹と

・自由競争の促進→（カルテル及び再販の規制強化）→商慣習の変化、取引の上位集中化

1）流通分野における公的規制の性質

①競争調整のための参入規制、②需給調整のための参入規制、③営業規制

④設備規制、⑤価格規制⑥品質・安全規制

2）商慣習の差による地域経済への影響の差異

・ガソリン業界(卸による価格拘束力大）・酒類販売業界(規制緩和による競争的寡占）

2）わが国の流通規制における大店法の位置づけ

・経済規制、典型的な参入規制、先行業者の既得権保護、政治的要請と密接に関係

→大店法は、わが国の流通規制を代表する立地規制

5．自由建争時代の流通政策と地域経済の変容

ﾕ）ポスト大店法時代における規制のスキーム（新３法による出店調整）

①経済規制から社会規制へ（都市計画の中で大型店を評価）

②商業集積問題を、「大型店」対「中小商業者」という軸と、「空洞化する中心部」対「定

住人ロが増大する周辺部」という２つの軸で捉える

③住民参加を前提とし、地方自治体が主導する商業集積の調整

３．大店法の推移と地域商業への影響

1）大店法の推移

・成立（1973）→樹上（1978～1984）→轍鰯Ｈ（1986～1989）→段階的緩和（1990～1994）

→廃止（1997～2000？） 2）「フランス型規制」から「アメリカ・イギリス型規制」への転換

・地域の個別事情を加味したゾーニング規制→最適な「商業集積」像の提示が求められる

2）規制の特質

・中小商業者の事業機会確保を目的とした経済規制

・売場面積を基準とする参入規制

・地方自治体が運用単位

・地方自治体による【上乗せ」「横だし」規制を容認

3）「中心」地域活性化問題の議鵠

・生活者の視点、モピリテイなど、‘空間システムとしての都市，という議論が不可避

4）中小商業者の事業機会確保をどうするか

・新３法によるスキームは、具体的な‘集積像,を示してはいない。

・商業の特性=･媒介変数としての‘消費者選択，（業態は‘消費者ニーズ,の昇華）

・個店の駿鎗（経営学）と集fBiの議鎗（空間システム）との接点が乏しい

→士地所有形態、居住橘と商権、地代、損益分岐点の差異（生業一企業の混在）

・競争調整・公的資金による補助一社会的合理性が必要

→履用の安定、文化としての商店街、コミュニティ機能、高齢化社会への対応

3）大店法下の地域商業

①大型店進出の凍結（規制基準を下回る中規模店舗、ミニスーパーの乱立）

②地域趾販資本の優遇（全国資本対地域資本という梢造の明確化）

③蛍販店における業態内競争の回避（地域一番店政策一大店法により競合は進出不可能）

④ＣＶＳ業態の急成長（面積規制のみを規制基準とした大店法は、企業規制を持たない）

→百貨店法との相違（疑似百貨店問題）

⑤中小小売業、商店街の育成指針を明確には持たない

１

６．結語

２
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＜資料＞ 「流通分野における規制緩和と地域経済」箸本・健二（松商学園短期大学）

図表３．桑態別での小売業の動向
図表４．商店数滅少率の商い業種（1994年／1997年）

商店数泊
譲率

年間販売

5日且I減車
漣〃 ９７/94）￣ﾛ図表１．小売業の従業員規模別推巷（1994.1997年）

大型百貨店２３％０３％

のの百店１２３％５３％

台ｽーハー１３５％１１醗

合ｽーハー－２２７％－２３４％

品ｽーハー４Ｂ３％２９４％

品ｽーハー９部１１９％

理ｽｰﾊｰ６Ｂ２Ｍ４Ｂ３ｈ

店（店）販売額１０１店平均飯額千万）

従案1994年１９B7年商店数増五１９９４１９９７函売額減1994年1997年販売額減
１－２人７８４７７１７０９０００55771１３３３２１２４８５Ｂ4７１７４３１７６１，，１８

３～４人３７０９４２３５０３０４－２０６３８２００５４１９５７３４Ｂ１５４０６５５８７０１８１

５－９人２２２５４８２１２４４０101,8２Ｂｇ９７２Ｂ５５６-441１３D3０１３４４２０４１２

１０－１９人８９６１８９３４５５３８３７２３ｍｇ２６０５０２２３１２６５７８２７８７４１２９６

２０～29人２６３３７２７５１２１１７５１２１８３１３０１３８５０４８１８２４７２９９１１１７

３，～４８人１５６５５１５８０１１４６１１７１９１２１８２４６３７４８５８７７０９６２２３９

50-99人７１９１７９２２７３１g９ｇＢ11081１０８３１３９０３５１３９８７６０８４１

100人～２８６１３２５１３９０２３２１３２４Ｂ1４１６０１８１１３５０７６３２７３－４ＢｐＢ７

Bｆｌ４９９９２３ｕｑｕｇＢＢ５Bo238１４３２９５１４フ７５４４４５９９５５３１０４０ＢｏＢ５４

ｺﾝﾋﾆｴﾝｽｽﾄｱ

（うち終日営巣店）

27.鍬

５２．Ｂ％

その他のｽーハー４２７%１９７％

衣F－１４３Ｈ－１６３％

品専門店－１２７％－１５７％

住凹迺門店－６９％３５％

のの商ロハ案－５３％－３１％
計 平成９年）

図表２．小売桑の従業員規模別商店数構成比

禦位：蝿
１－２人ａ～４人Ｓ～９人１０～19人２０～29人３０～49人５０～B9人100人～

1988年５４０２Ｂ１１３２４３１２０８０３０１
１９９１５３１２６２１３５４５１３ＯＢＯ４０１

１Ｂ94年５１０２４７１４８６０１８１００５０２
1997年４９９２４７１５０６６１９１１０６０２

図表6-1．大店法の適用①（大店法強化時の運用・1982年～1990年）
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食料品ｽｰﾊﾟ.－ 9 5冊 1１ ９刊

住関連jWI.－ 6８ 鰯 4８ 3鷺
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食 日 吊専解 店 -12 ７％ －１５ 7％

住 鰹直専属 店 -6 996 ３ 5％

その‘ 週の藍 品小売業 -５ 3％ -３ 1％
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￣從集負数 1994年 1997年 商店数増波 1994年 1997年 瞳売額増蒙 1994年 1997年 飯売額増譲

１～２人 7“､７７１ 709.000 -55771 1３．３３２ 1２．４８５ －８４７ 1.743 1.761 0.018

ａ～４人 370.鋼２ 350,304 -20638 20.05｣Ｉ 1９．５７３ －４８１ ５ 406 ５ 587 ０ 1８１

５～９人 222 548 ２１２．４４０ －１０１０８ 28.997 2８．５５６ －４４１ 1３ 030 1３ 442 0 ４１２

10～19人 ８９ ６１８ 93.455 3837 23△Ｂ１ｇ 26.050 2,231 2６ 578 ２７ 874 １ 296

20～29人 2６ 337 27.512 1１７５ 1２．１６３ 13.013 ８５０ 4６ 162 ４７ 299 １ 117

３０～４０人 1５ 655 １５′８０１ 1４６ 1１．７１９ 1２．１８２ 463 7４ 856 7７ 096 2.239

50～99人 ７ 1９１ 7.922 731 9.998 1LO81 1．０８３ 1３９ 035 1３９ ８７６ ０．８４１

100人～ ２ 8６１ 3.251 390 2３０２１３ 24.814 1，６０１ ８１１ ３６０ 763 273 -48.087

計 1．４９９ 923 1.419.685 -BO238 143.295 1４７．７５４ 4.459 ９ 553 1０ 408 0.8餌
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1973年10月 大店法公布
(74年３月施行）

､百頁店露の肝可騎・企察主穏から．事嗣審五付届け出箭・店錨面積三越へ以降
･対象店錨面積21500㎡以上（特別区・指定都市3000㎡以上）
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1978年11月

19錘年1月

1983年12月

1984年2月

改正大店法公布

(79年５月麓行）

竃奉舎蛮致屋昼亜璽
｢覺西の拙函」
(醒年２月実施）

｢80年代０，溝通産準ﾋﾞﾂﾞｮ”

通選者蜜政局長通達
｢今笹の奴廟Ｉ

･鬮醸対象の拡大・勧告期問の延長な蘆による規劇強化
･篭１種大観檀小売店劃：1500㎡以上（縛鴬区・桓定卸7,3000㎡以上）
.第２種大規模小売店錨：500,1以上1500㎡宋漕（特別区・招定櫛HJ500～3000,i未涜）

･事前鯉明拍即・特定市日T村におIﾅろ大型店出店自粛拍郡による規倒強化
･出店抑刺路線が定若

．「当面の措置』を暫定的措置としつつも、出店抑制路線は秤倒

．「当団の櫓肛」の継纏を砿鴎．出店抑制が恒常的楢匿へ

:大店垂の転換
Ⅱ已鈩'■･eP-■----

.P昌子l÷Yj蝋#0$,〒LB::..三
■■甘_■千＋01-中■■4--

J＞ｒ‐諸｣-.』．

1986年4月

19鯛年12月
1989年5月

前川レポート
Bi行革審答申

｢９０年代の竃逼ピヅョンＩ
･大店法の「運用題垂」による観劇組和を提言

Ｊ巳.DdS-C-ﾛｰｰ,~~

f犬店法の極和
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1990年４月

1990年５月

1990年６月

1901年5月

1994年２月

1994年4月

日畿構造協蟻中間報告

大店法運用題王化通連

日朱構造懐撞最終報告

大店達６８運５法の公布
(鑓年１月竃行）

行2K推逸本部「行革大綱」

大晦注幻用趨和訂諏

･大店法のaBt階の規刷裡和ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを公約

･出匿副璽繍悶の短箇（18カ月以内）．手焼きの簡略化・透明化

．①対象宙輯の引き上I乳②商固慣の鹿止.③出店閥壁期H1の短縮（12カ月以内）
による規制組和
･第１種大規楓小売店組：3000㎡以上（特別区・指定卸市6000㎡以上）
.第２租大規楓小売店鑓R500UTI以上3000㎡未霜（特闘区・担定都市500～6000,1未満）

･経済規制は「原ﾛｌ事由・例外規制」

｡、E鐘而鮪100,㎡乗迩のH1塵葬厩、日南化

ポ泰卜大唐法
一己＋-

1■

．＿Ｉ.
■ﾛ■

!-中･●‐■-－

－~'Ⅲ弓÷:ｉ２Ｆ
＋－F

l＋ｻﾞｻﾞ=
PI-L+-

F｣・１１中｡1-~←ロー」．-1+･゛．’
＋-

…I？:！｡.'自'１{‘..;･‐hい･-.-..

J･車.r:｡：P撒:｡』f丸引_･忠h'月一
己＋・＋＋』凸．￣。’１
Ｆ~u△~〆｡

~-:｢ﾛ･午--'･ｐＱ上1-f･･･．，－１

蒋_ﾄﾘﾆぞ:-.鬼

忌;ニス
・・少－０号.』'16.+･~=-..-.

--｡己

1997年12月

0998年5月

1996山再月

１０９８年5月

覇寵古座柄審・中政審合同
御金谷牢

｢鯖篭戚、=よる大店塗廃止」

｢大規棋小売店鐘立地塗」陞立

｢中心市街地活性化達」皮立
(９８年７月施行予定）

｢餌市叶田議」０，己R垂
(98年11月麓行予定）

.「大剥U襖小売店鐘立地法」の制定き憂けて．大店篭の廃止告谷中

･店鐘面積100C㎡以上の出店を、①利便性.②生活珂境から畔画し、鯛蔓する
･鰯適府県・政令iii定都市が圃整の当事肴となり．住民の怠思を反映する
･出店囚盛に関して．商エ金座所・商エ会の邇見書鍵出を囮める

･中心市街地型羽化に対する対策法
･中心埴担侭として「商栞の活力を飽持・高縞することが重要」

．「特別用迪地区」を多様化し、「中小小尭店錯埴ＢＪの国璽逹按肘
･錬市Hf田のゼロ点から．大室店の開発姐劇を行う



図表ｇ･松本市周辺地域における第１種大型店（sOOOnf以上）の出店状況 図表１１．侭州ジャスコ店舗の売場面積推移
図表7．卸売業数および小売業数の推移(全国･長野県）鋺
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●
。 1)本表は､｢ジヤスコ｣｢マックスバリュー｣｢ピッグバーン｣｢メガマート｣の4業態を含む

2)３店舗中2店舗は.複合業態店舗の1構成部門
昭

95日 １３７０１９７２１０７４１９７６１９７９１９型99鴎１９Ｂ８１ｇ９ＵＵＤ９４

年(商裳統計沮遜年次）

図表12．僧州ジヤスコにおける卸の絞り込み（冷簸白配品のケース）

図表B・長野県内における量販店の総売場面積の推移
（1978～1997）
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図表10．憤州ジヤスコの店錨配冠

注）安中の数位は，各卸売案が取り扱うメーカー数を示す.
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図袈13．僧州ジヤスコ取引卸の特徴と物流拠点配置
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ｽｺ）
デリカ（店頭加工）

ｑＷｅＩｍａｒｔ塞願

＜凡例＞

●：商物一体方式（物漉婁巻が頓合をすべて特つ）
Ｏ：共同逗送方式（鰻合は物涜業者と異なる，いわゆる窓ロ問屋劇）
＜注＞

中：ＣＶＳとの取引との布舞のうち，ｓはセプンイレプンへの配送担当卸，
Ｌはローソンヘの毘送担当卸を示す．

幹：侭州ジャスコ自栓センターが扱う商品は，主にプ鷺イペートプランド商品と砲答品である．

･ﾔｽｺ）届UHB【値

」HaXValu霊鰯

･ﾔｽｺ）９１ＲｂｕｒｎＱｌＥ

費科：僧州ジャユコにおけるヒアリング結果に塞づく

売場面積
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図表14-1．大型シﾖﾂﾋﾞ:'ｸｾ”-併gHdb・ﾙｽﾀﾝﾄ･の厘知串 図嚢15.大想棋小亮廃錨古鐘差の副整手統き
図表１６．中心市街地垂性化田蓮逵の仕組み
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上皿江見ｶﾄﾞ漣ぺられ尤咀会．(1)の届出者に
よる日主的対応策の検肘
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図表20．仙台市におけるレコード店のタイプと立地展開
７９コ

■給油したことがある ■給油Lたことはないロ不爵

（財）諦捕鐸済研究所（1997）

「企業診断」1998年５月号，ｐ６０
■

図表19．欧米主要４カ国における大規模小売店舗の出店規制スキーム

図表17．松木市中心商店街における通行且笹馨

｢平成9年度通行丘廟査報告谷」・(1998）

図表18．松本市六九商店街の状況

□擢茂霞住晒

Ｉ】岬

⑳睡邪

荒井良雄・箸本健二（1997）

｢涜通とシステム」No.鋼（1997），ｐ５ 及川大樹（1998）
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1

･州から樋鵬を受けたiii
が各々ゾーニング条例
を制定

･ilmi業鯛撞法はない

．「都市田鰯絆画法」に
よる都市針顛の鯉点か

らの開発行為の規制
(許可）

｢ロワイニ法」
(ilWi業手工築避本法）

･爾業鯛整法Iiない

。「連邦建設法」①
｢都市建設促進法」②

制定」ド l蝿８ １９７３ ①1960②1971
lWI定の

EＩ的
･tji災の随LIi・蜜全，緬
祉．酋理を係篭する
･耐築館戦をH1雷する鯉
鋼lｴ許さ』Lない（般商
政）

・スプロール化の防１１：

･中心地j劇i空洞化の防止
･小売11M飽争の禁｣!:やＩ風
存小斑保護の観点で0ユ
判断しない（逝逮組
定）

．[Mvl､礎耐業の保趨
･乗鰹臘１段，0の雄持
･郷iliEl･菌との整合性雛
係

･都市計画との壁合
･鍛観鯛整

･商業飽争規醐が第--義
ではjbEいが．一定地域
の健全な商環境も狙う

埋鯛の

対ｉｉｉ
･大型ujOエゾーニソグ上
鮮される地域のＪＩＬ出店
可臆

・ゾーニソグ灘吏6土可騰

（リゾーニソグ）

･近１１２，中心iii街地の空
iN化を防ぐl;】的でilli業
瞳争制蝋-ｹる条例制定
を容鯉する助きがある

･小売栞を含む全ての１１Ｍ
発行為

･郊外型大型店

・グリーソペルト政ぴ111

鯛地壌Ii特に厳しい蝿
制

なかで↓グリーソペル
ト地騒では，９【100ｍ’
趣の大規換１%1発Iｴ例外
なく不可

(新設）

・４万人以上の市町村
床面積3000ｍﾛまた砿

店lMi面概l500I11Z趣
・４万人未溺の市町村
床蘭機2000,f堂尤は鵬
鰯爾積１０００，３超
96年改正で下限を店IMi
面繭300mOに引き下げ
(蝋繁）

･200,2以上のlii蕊

(小蝿j苫）

･床1200,週、売場800,2
以上の新設

(卸葹D店）

･輔V１１審のギヤ'ヴシュ＆
キ十リーが10％以上CＤ

出店

･下IINの800,Fは絶対的
で抜く,700,f程腱で
ｔ対餓とした例あり

規燗の

形、！
・ゾーニソグ条例による

土地の}I】逮の規制
･皿築漉il4許可

･郁市計薗による立jIh鯛
限

-．地方計画庁による開発
行為の許可

許可

て）
(施股の１k錨'二対し

･出騰可能地域の制限

ﾖ：体 ①地方自治体
(ゾーニング委圃会）

②蛾1qliiiに上瞬する規定
あり

･乎暁達に６月～１年必
要

①地方自治体（鯛会）が
審査

②不殿の期合闘魂大憧に
上翫

①期商案都市:f画委H1会
-商粟者，消費者，自治
体:ﾛ貝辱７名で綱旗
願長：知uＪ

②不麟の坦合は「回議商
粟鰯市H1箇委倒会」に
申立

①市町村職会
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４２であり、７４．３兆円の資金不足であった。３５．２兆円はそれ以外の県からフ

ァイナンスし、３９．１兆円は中央銀行等から補填されている。また東京都、大阪府、

愛知県、福岡県の国内銀行勘定によれば、平成２年の預金額２３１兆円（全国の５２．

９％）、貸出額２８７．６兆円（同６５．２％）、預貸率１．２４．４都府県は５６．

６兆円（預金に対して２４．５％）の資金不足であった。平成９年には預金額２０１．

６兆円（全国の４４．６％）、貸出額２９９．２兆円（同６０．９％）、預貸率１．

４８、資金不足９７．６兆円（預金に対して４８．４％）であった。他県から５８．

５兆円流入した。平成９年においては東京都では預金額１１９兆円（全国の２６．３

％）、貸出額２０６兆円（同４１．８％）で８７兆円の資金不足が生じた。（日本銀

行調査統計局『経済統計年報」平成９年参照）

４．今回（バブル経済崩壊後）の不況は、過剰生産恐慌のみならず、銀行、証券、不動産

恐慌であった。株価、地価の高臓と下落の影響を強く受けた本社、大都市、大金持の

不況であった。したがって、不況は大都市から中小企業へ、大都市から地方へ波及し

ている。

５．地方では、不況の影響は相対的に少なかったが、企業の経営不振は、形骸化している

企業や産業だけではない。大都市市場と連携の強い地域の有力企業の販売不振が目立

つ◎

６．地域の零#田企業、農業、高齢者などの底辺層に貸出しを行なっている金融機関の合併

がすすんでいるが、銀行経営のノウハウが不《足している。

７．ビッグ・パンにより、預金者が金融機関を選択する時代といわれているが、実は金融

機関が預金者、貸出し先及び金融機関を選別して生きのころうとしている。

８．金融機関の過当競争は、ビッグ・バンを契機として大都市内部からはじまって、地方

中枢都市（札幌市、仙台市、広島市、福岡市）へ、さらに県庁所在地における競争へ

と発展している。地域金融機関は地元企業の育成・支援をいかに行なっているかが銀

行の存在理由の一つとなっている。

9．地方の預金は、地域金融機関から郵便貯金や都市銀行へ流出する傾向があり、地方で

は外貨預金、投資信託、証券へはそれほど流出していない。また都市銀行の貸出しの

重点は、大企業からリテールヘ移動しており大都市の大企業から地方有力企業へと変

化している。平成３年以降の預金及び貸出は、大都市よりも地方の方力舳びている。

１０．地方金融機関はビッグ・バンに対して当面つぎのような対応を行っている。

1．慎重な貸出し

２．海外から撤退、地域密着化

３．銀行間の業務提携（オンライン、計算処理）、合併

４．銀行と郵貯との連携（第二地銀、信用金庫）

金属独タテ里子６二主ヨ６ナろｦE見帝U総昌禾口と士t、割醗至憩斉。完＞

福島大学下平尾轍

Ｉ＿夫見詣U繕曼禾口と今日｡、日フ卒ご糸呈詔室Ｆ

－不況下のビッグ・バン－

１．バブル経済崩壊後の不況下のビッグ・バン

（１）不良債券の未処理

（２）株価、地価下落による含み益の減少

（３）日本の金融機関の経営基盤の弱体化

2．アジア通貨危機による損失の増加

（１）不良債券の発生

（２）経営不振

（３）為替差損の発生

３．超低金利政策、公的資金導入による金融機関の支援

4．銀行、証券、不動産、建設から流通、サービス、運輸、製造業全体へと不況は拡大し、

深刻化している。

5．大都市から地方経済へ不況が拡大している。 Ⅵ

Ⅱ＿巨碧頃｡、雲王夛本こcDZﾃ１F昌出

1．金利の格差、利潤率の格差により海外への資本流出

2．外国資本による日本企業の買収、外国企業への組入れ

3．「外為法」の改正により一層促進される

ⅡⅡ＿土也ｺﾞ割と金属趣

1．証券取引審議会「証券市場の総合改革」（平成９年６月）、保険審議会「保険業のあ

り方の見直しについて」（同年６月）においては、地域金融、ローカル市場や地方店

頭市場については全くふれられていない。金融制度調査会「わが国金融システムの改

革について」（同年６月）においては、地域金融は協同組織金融機関に限って数行ふ

れている程度である。しかも連合会組織の機能を活用し、業務の活性化、弾力的な運

営の可能性の拡大を図ろ必要があるという指摘にとどまる。

２域際収支の赤字を財政、助役によりファイナンス。雇用でみると就業者の10％以上

が土木建設業に従事。自由化と過剰生産による農業の衰退を土木建設業で補完。

3．平成９年の剰馳域の国内銀行の預金額２３．３兆円のうち６．１兆円（２６．２

％）はほとんど首都圏に吸収されている。首都圏（東京、神奈川、千葉、埼玉）は平

成９年における全国の預金額の３９．０％、貸出額５１．０％を占めた。預貸率１．
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貿易黒字額聴簔
8９ 8兆8440 V１ＬＯ 6兆1836 Ｌ４
9０ 7兆6017 V14.0 5兆4707 V11.5
9１ 10兆4597 ･37.6 5兆1333 Ｖ６．２
9２ １３兆蝿4９ 28.9 5兆4989 、７．１
9３ 週兆3761 .Ｖ0.8 5兆5725 1.3
9４ 12;iS3932 Ｖ７．３ 5兆6114 0.7
9５ ９兆9821 V19.5 4兆2565 724.1
9６ 6兆7379 V32.5 3兆5461 V16.7
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ﾉ）.‐で、､日は；:

圏腰投資も100鰻鋭を察
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ルの４力麹・ilhi趨

諜量瀧蚕)し二HLjl2野9か．３企

97年度､15兆3500億円一！鐵鍵目鶴Ｉ顯露鰯霧礪露霊蕊譲譲蕊iii癖蕊
丸紅 ﾁﾔﾝﾄﾞﾗｱｽリ 95報勵ｴﾁﾚﾝ５１

万ﾄﾝ､ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ
30万ﾄﾝ｡1蝿8200
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な＆1200剛

ｴﾁﾚﾝ70万ﾄﾝ、
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ﾊﾟﾗｷﾙﾝ50万トン
鮎.31儲ﾄﾞル

エチレン67万
ﾄﾝへの増設
を湶結

住及翻
など
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日立製作所 日立ｺﾝｼｭｰﾏ
ｰﾌﾟﾛﾀﾞｸﾂ･ｲ
ﾝﾄﾞﾈｼｱ

Ⅳなど 15日から
鶴R停止

大手商社の東南アジア５カ国向け投融資残高

タイ韓国イン陣ｼｧｧﾜｱ5ｶ国貯

識蕊ｉｉｉ蕊；篝ｉ
鬘溌零ｉ：：l蕊］欝
乗チメ雇雪；蕊鶚

|篶鱸謹職灘三雲調

東芝 瀧豪翻遭
ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ

Ⅳ 14日午後
から損駕停止

14400
（300）

ｿニー ｿﾆｰﾏﾆｭ

ﾌｱｸﾁﾔﾘﾝｸﾞ
ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ

Ⅳ 15日から操業
停止

松下聡産農 ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ・
ｺｰﾍﾟﾙ鬮子;;１６
など寵子会社
8社､剛211

AV鱸など鶴ベース
750駅

18日から
全社休驚９５９０

（50）

IFSなど11社東レ ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ鰯を
朝万ﾄﾝ蛇

ジャカルタ近
郊0,9ｴjEを
2021日操繋
停止｡22日以
降は未定ﾛ緯｡１３.ほユ１ 蔓ＩＡＤｗ･台例

E毒i露ＴＩ霊蕊JizH］
;騨蕊:蕊鍵i蕊蕊i蕊 譲鐵iiiiii蕊蕊 蕊溌j1鰐ｉｉﾖi蕊鷺

☆チヤンドラ．
アスリ(石化） 丸紅など 18億8200万ﾄﾞル

Ｏパイトン(発魑） 三井物産など 10侭ドル1M上

OPTペニー(石化）
住友商麗、
三井物産など 約10億ドル

Ｏトランス･パシ
フィック･ペト
ロケミカル(石化）

日商岩井、
伊藤忠商事など 31侭ドル

○セラン(発電） 住商など 6笛7000万ドル

Ｏチヤラチャップ
(発電） 三菱商事など 6億7700万ドル
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脇‘t～□の。地域別割合の推移
９年版通商白轌） 1厘ｊｑＦＬ日本の輸出に占める地域別割合の推移
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資本財及び機械麺部品。
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応
皿
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（
ま
》
追
卦
）

②ＭＥＳ（韓国、吉海．香港、シンガポール）
③ASEAN４（タイ、フィリピン．インドネシア、マレーシア）
（注)ASEANは、上記以外にシンガポール、ブルネイ、ベトナムで組i達．
(資料：平成９年版通商白審）

１回夕総輸出に占める資本財及び機械類部品のｼｪｱの推移
（資料：平成９年版通商白書）
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雫40

蟇3０
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１０

０

卿(辮蕊舞鶴鱸） (90年=100）

一■－すべての部品
－．－－股機械部品
~▲－電気機械部品
~母輸送機被部品
竜一その他の部品
Ｃ･集積回路

~Ａコンピュータ等部品

三三i琴三
､４［

３６缶
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LlWiimii勵iiI

莚 山室同因への

應撫■

７０－Ｍ年

＝■⑳-Ｗ⑰

刀■

鬘
Ⅷ

、
25000

直接投資届出額

！
20000

ロ
ロ

●
●
｜
●
■
｜
■
●
■
■
●
●
■

■
■
●
｜
●
■
●
●
■
●
０
●
｜

●
■
●
｜
●
■
■
●
●
■
●
●

●
｜
■
｜
ロ
ー
■
｜
■

㈹
唖

０５（
圧
禦
、
禦
碧
）

陸その他
函輸送機
□遜磯
皿機械

■鉄・非驍
函化学
圏食糧・繊維・木材等

5000

注：表中Ｏ数字は企業数で、①三洋、②シャープ、③ソニー、④東芝、⑤日立、⑥松下、⑦三菱
資料；週刊東洋経済「海外進出企業総覧‘96」東洋経済新報社より作成

Ｗ雌騨脈一トノｗ醗一ユ／夕艀年期尖り
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1．Ｂ１４．８６1９９５１２３

（柵)ii麟一噛肝H1松籍､1992年Ｐ､167
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(資料：都道府県別業種別全国銀行貸出残高調査、日本銀行）
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百万株
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ｸﾞﾙｰﾌﾟ内
相互時含比率
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￣千一一一…－－
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持合株式数
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わが国に鍔ける経済部門別衰墨と過不足の推移

（対名目ＧＤＰ比率）

００エ △0.110１５
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0.000.12 △0１２淨泪
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(査科）日本銀行「安全掴頭勘定｣．軽涜企画庁「国民軽涜叶痒」 ０．０５ △0.04 △０．３０

△0．０４
認二法人企業部門の貯蓄投資差額と資金過不足

(単位兆円)(注） 東京、石川、滋賀、京都、大阪、

鋲j貴'３重鯛輸'参i診''ｴソ

蕊

福岡についてはデータ無し。

糊槻耀需､ﾃﾞis芦営業余剰職欄鮒鯏直接税その他投(1)資購柵在庫投資土蝋ス
1990年△38.7△4L３５１．９６７．８４０」△３５蕾６△Z0.5０．３９３．２７８．４２．４１２．４
，I△31.,△38.3５４．４７０．６“､４△4０６△２０．６０．６９ユフ８４．８３．４４．５
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（注）１．キャッシュフロー＝貯蓄一その他

海個人部門の貯蓄投資差額と資金過不足
（単位兆円）
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9皿遡２J37.7,.Ⅲ9.4.`’５９．２$272ｓい】6.0鷲30.ｒ－５．９△285.0△28.9髄48.6AL;31.8．’33.Ⅲ6.7
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叢種別貸出金残寓ｈ

１回夢金雫灘鰯鰐|鰯|鯛;月末）
（隠川

可覇囹計年製

(％）

熟
圏露製造業
i蝿建設業
鬮卸・小売業
[ⅡJ不動産業
蝿連輪・』雌撹
【麺電氣・ガス．水道
塵璽サービス業
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園覇その他

）JＵＯ１厩調塾樺路
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鰄lIllj鰯
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函夕業種別全国銀行貸出残高の構成比
０２０４０６０

％lZz製造業
100麗躍農林水産業

ﾖ％」Ｃ

8０

(注）国内銀行銀行勘定とは、ｌｆ肺銀行．地方銀行、第二地方銀行脇加盟行、
ｄｌｎｒ･坂

定で管内Ｉ所jriHni舗分である。

(注）業種別貸出金蝿商、資金倣途別銀行貸出賎濁とも、督内本店地方銀行１．含む。
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長期信用銀行及び信託銀行⑭銀行勘
東北３年

￣￣－－…，…Ⅸ…U躯1J蝿山瀝濁とも、督内本店地方銀行に係るもので束｣上地区外所在ｉ卿i分を含む。

iizｸﾋﾞ通)i:〔1繊均面湫織iiTｹﾞﾙｗ』鍬''零】灘

)回①東北の預貯金残高･貸出残高の推移(平成8年12月末現在）
（資料：東北地方財政繰済銃:1.年報）
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(資料：都道府県別業種別全国銀行貸出残高調査）
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踵29民間爵要
□公的露要
麺壌際収支
←成長率鍵 東北青森岩手宮城秋田山形福島０

卍
惣
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(注）財政力指数地方交付税法の規定により算定した基準財政収入額を、基準財政需要額で除して得た数値の過
去３カ年の平均値。全国、東北の財政力指数は各県の単純平均値である。

装務的経費人件費十扶助費＋公憤費

投資的経費普通建設事業費＋災害復旧事業費＋失業対策事業費

Ｖ５ｌ上一

､1Ｊ６１Ｇツ

＜注I＞本推計は、民間最終消費支出、民間企業股備投資等の支出項目毎に作成したマクロ経済モデル
により、域内総支出を推計することによって行った公具体的には、上配の各支出項目を被説明変数
とし、これに最も相関の高い各種データを鋭明変数とする回帰方程式を作成し、最小２乗法により
各支出項目の平成8年の実質値を推計し、最終的に平成11年の域内総支出を推計した.．
なお、城内総支出は、武の式によって求められる“
城内総支出=曼囎蝿勢魂墨罷鑑出+民間住宅投資馴蝋繩投資＋

公的固定資本形成+在庫品増加+輪・移出一輪・移入
く注z＞民間需要＝民間最終消費支出+民間住宅投資+民間企業設備投資十民間在庫品増加

公的爵要＝政府最終禰費支出＋公的固定費本形成+公的在庫品増加
城際収支＝輪．移出一輪．移入
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地域・国別輸出入[通関統計](平成８年）
（資料：東北地域の貿易概況）

z,礎峨､列子ｉｉｊ専篠k菫

Ｉｐ３品別輸出入[通関統計](平成8年）
（資料；東北地域の貿易概況）

|囚ノ 製造品出荷額等業種別構成比（資料：工業統計表）
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(注）平成８年は各県の平成８年工業銃計調査結果速報の積み上げ値
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|切歩輸出貨物の県外通関比率(平成７年）1画z電気鱒雲鰄!?鞭霧成比Ｉ動 電子部品・デバイスの出荷額構成比
（資料：工業統計表､平成７年）
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(資料：東北地域の貿易動向）
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地域・国別輸出入[通関統計](平成８年）
（資料：東北地域の貿易概況）

1国３１画ノ 品別輸出入[通関統計](平成８年）
へ（資料.:東北地域の貿易概況）

…鉄鋼9.3％一般機械9.3％

製造品出荷額等業種別構成比（資料：工業統計表）
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(注）平成８年は各県の平成８年工業統計鯛査結果速報の積み上げ値
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1切夕輸出貨物の県外通関比率(平成7年）１画z電気鱒讓潔露霧成比｜効
電子部品・デバイスの出荷額構成比

（資料：工業統計表､平成７年）
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資料：生産動態統叶調査
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業種 口

目ロロ 全国
ｼｪｱ％ 業種

□

目ロロ 全国
ｼ17％

１フエロアロイ 24.2

２粗鋼（鋼塊） 1.6

３鋼半製品 2.2

４普通jBi熱BH圧]延鋤l(鰯、 5.6

５普通鋼鯏薗l玉延鋼材Ci鉢Ｉ） 15.5

６特殊鋼熱間圧延鋼材 4.4

７鉄線 7.4

８鋳鋼品（鋳放） 13.0

９銑鉄鋳物 5.7

10亜鉛 蕪

11金属カドミウム 50.6

12電線・ケーブル(銅I息）

１３ダイカスト

14鉄骨・軽逼t鉄骨

4.8

2.5

8.2

15橋りょう 1.3

16水門

17金属製建具

２０

7.1

18粉末冶金製品

19化学機械

12.2

4.3

２０ポンプ 20.1

２１油圧機器 1.7

22運撤機械 0.7

23農業用機械 8.4

24金属工作機械 7.6

班事務用機械 7.0

26パルプ及びコック 1.5

27金型 3.6

躯交流電動機 3.1

29小型電iii磯･サーボモータ 9.9

30配電盤 11.2

業種 品目
全国
ｼｪｱ％ 業種

口
目ｎ回

全国
ｼｪｱ％

鯖送磯械

精密鶴撞

漣･土醗晶

化学鬮品

61自動車部品

62光学機械器具

開時計

64ガラス麓I鯉i品

65セメント

鰯コンクリート･管

６７コンクリートポール

胡コンクリートパイル

69空洞コンクリートプロプク

70Hi岸Ｈ１コンクリートプロプク

71道路用コンクリート製品

72ﾌﾟﾚｽﾙｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ鵬

73ファインセラミックス(i鰯1〕

74石灰

７５ボード

76石膏プラスタ

77耐火煉瓦(不定型を含if）

７８プレハブ建築用パネル

79ガラス製品

80安全ガラス及び撞層ガラス

8１りん酸質肥料

82複合肥料

83苛性ソーダ

84液体塩素

85硫酸

船酸素

酌溶解アセチレン

88プラスチック樹脂

89火薬類

90窒素．

3.7

26.9

20.9

16.2

9.0

11.3

15.1

8.0

2．５

14.7

21.0

8.7

26.6

2.9

1０４

42.0

4.6

4.2

1.0

1.3

26.3

Ｍ､８

４．８

7.7

19.0

0.7

4.9

7.6

12.9

2.1

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ鴎

ﾊﾟﾙﾌﾟ･風翌呂

趨維製品

ゴム製品

皮革製品

家具製品

総属健闘

馳・麺ｶﾞス

91化学石膏

92家庭用ｉｉｉ;M及び界面活ｾi剤

９３プラスチック製品

94劃舐パルプ

95新聞巻1,紙

96印刷用紙

97情報用紙

98段ポール原紙

99段ポールシート

００紡績糸

101織物製品

102ニット製品

l、縫製品

104ゴム製履物

106工業用ゴム製品

106.餌1t

|、家具

１０８パーティクルポード

109軟けい石

llOけいそう土

111ベントナイト

ll2けい砂（製品）

113石灰石

114原油

116天然ガス

17.2

4.0

2.9

15.8

14.6

15.5

10.2

7.9

6.3

1.8

1.2

16.5

18.4

3.0

10.4

23.6

2.9

27.6

9.0

1９．７

※

6.7

10.1

14.6

11.8
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グランドデザイン

｢２１世糸己の国土開発と福島の将来」
Iiiiiii篝轤震ijii蕊讓

福島大学地域研究センター＋周年記念および

経済地理学会福島大会記念シンポジウム

iililllli1i1iiiiiii1lillliilllI1Jliil1li1l1iillll1illlII醜Ｍ主催福島大学､経済地理学会

日時1998年５月３０日、１:30～4:３０

場所福島銀行地下大会議室、

対象一般市民

会餐無料

プログラム

●
●
●
●
●
●

ニロ調呂

鱸jl篝iiNi塾窒嚢嶬
０１００ 500ｍ

合同シンポジウム会場（福島銀行本店地下大会議室）

５月Ｊ0日１Ｊ:JO～1630第１部記念講演「新しい全国総合開発計画について」

開会の辞

ご挨拶

記念講演

1:30～1:4０ ＵⅡ

竹内啓一氏(経済地理学会会長）

矢田俊文氏(九州大学副学長）

inil露iiiD1iii鍵ｉｆ
1:40～２:4０

第Ⅱ部シンポジウム

２:50～4:2０シンポジウム「２１世紀の国土開発と福島の将来」

コーディネーター下平尾勲氏(福島大学経済学部教授）

パネラー矢田俊文氏(九州大学副学長）

讓鶚
鈴木浩鹿(福島大学行政怨上会学部教授

平井学夫氏(福島商工会蝿所揮舎､全会扉

團虚

共通論題シンポジウム会場（福島大学共通講譲棟Ｌ４教室）

５月Ｊ１日9,0～18:0０



２規fiﾖI緩和の波及１効果と東北農業・段村の地域榊造
①規制緩和の特徴

鰯識蕊i朧雲i鰯噸購:蝿鰄繊和と地騨曄琴

－」

農産物価格の低下～市場の管理が川下から強化される
￣作物選択の幅が限定される：主力作目の米の展望が見えない。

●

農業後継者の再生産が縮小される。

兼業農家は維持されるが自給的要素が強化される。
専業農家届の単一纏営化・規模の追求

←

●

組壇経I済の振興と生活葱諏の転挨
農地利用の低下～耕作放棄

～農地利用の委託希望が増加

鴎地の流動化が進まない
、規制駿加閥

過剰な委髄梧要、

ニー農地利用調整が課題となる。西i胃召
②規二掴綾和;が東北展.業．Ｍf村の鰐起

PFI｡Ⅲ

窪牢尭TIH,すiの:が～地帯鰄成の変ｲヒ

･農村生活者の意識の変化

・農村にいる都市型消費者

・農協の求心力の低下～農村の組織化が希薄になる
１，i鏑塗義参三参Jﾄﾙと農業…受容ｼｽﾃﾑ

JIF臼iMilfjjiJ…｢灘Ｗｉｎ…

↓
■

②東北地方の農業・農村への影響～市場空間の編成～地域の序列化

・米中心農業の再鰯成（他作物転換も難しい）

米価下落・減反、しかし他の作物選択が限定される.経営の多角化が困難になる
～耕作放棄（担い手の交替～潜在的耕作放棄）・兼業化・中心都市への人口移動
画中山間地域の衰退・換金作物の衰退～高齢化の進行

画平坦地域の耕作放棄環境の劣化

画都市周辺地域の宅地予備軍

・安定作物（農村維持作物としての米）の変化が地域経済を変える。

③東北地方における農業地域の持鏡化

・米の生産・流通システムの繕成～環境保全米（生産者による自主管理）
・農産物流通の編成（地域流通による広域流通への牽制）

・農地利用システムの確立（マップ管理と運営計画）

３地域経済（農業・農村）の振興と生活意議の転換

①生活意鐡の転換～現代の消費生活に対する問い掛け
・環境意徽（生産者・消費者）～環境教育・食管

・食緬生産の意味の理解（持続的環境保全の装髄としての農業～環境保全型消喪）
②流通システムの転換

・地域流通の質的強化～・朝市・産直

・栽培表示～情報公開型農業生産・流通～環境維持の付加価値情報

③情報発信の転換

・商品情報の発信（栽培・加工・調理技術～プロセスの情報）

・農村の生活スタイルの情報化・商品化～グリーンツーリズムの再考

②規制綬和と市掲短成

(1)股産物市場における規制緩和～規制緩和が直接的に影響を与える
・米の輸入自由化～米市場における新食糟法の導入

雷米流通了の自由化売る自由～自由な価格＝米価の下支え機能の欠落
虚需給調整＝減反政策（主産地への適用）～米価格の補償システム？
・生鮮市場における趾版店主導型流通

セリの後退～予約相対～産地の序列化

・輸入自由化と畜産市場～産地の序列化と分業化

(2)労働市場における規制級和

・地域労働市場の変容～間接的に影響

～兼業化の進展一農業経営のあり方を規定する一作物選択の単純化

．;兼業化の維持・実質的後継者不足

。.農村居住者の意識の変化～ライフスタイルの変化

，農村地域に農業ビジネス指向と安定兼業指向の併存

(3)士地市場’

・土地売買～地域格差を明確にする都市近郊

平坦地農村

中山間地域

・耕地利用率の低下、耕作放棄

(4)金融市場

農協金賎の存在が問われる～農協合併

帷酵Nll993｢賎O頤湖上騨鋤｣宮髄献\眼29暦

1993｢鯛･'1子鍛鯛ﾋﾛ柵肋」『蝿鋼とﾈｯﾄﾜｰｸlllUl･ＩI紺大躯

1994｢繊趾醐圃静」｢肺翻Eと館Mlfl箙Ｈ鮒鶴齢

1995｢帆鯛銅日上朗鮒16」l蝿鯛箙上助m5W鮒Ｍ１雛酔鰡錨翻

１９９６｢帆龍砿靴とiiil髄｣宮臘献\眼30階

1996｢中Ih鋤肚tIi5緋鯉鮒榊湘雌加一難にﾌiqt」IiiMU且柵面I目欄髄醗貼

1997｢館再観O~@｣I姓勵賑織飴

(5)消費市場

農協経済惠業が価格破壊にさらされる～農協の求心力低下
専門店（ＤＩＹ）の農村部への立地展開
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野
菜
が
生
産
者
か
ら
消
費
者
の
食
卓
に
上
が

る
ま
で
の
流
通
経
路
は
．
図
ｌ
の
よ
う
に
卸
充

市
期
（
中
央
卸
売
市
場
、
地
方
卸
売
市
場
な
ど
）

を
中
心
に
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
．
も
ち
ろ
ん
市

場
を
経
由
し
な
い
で
生
産
者
が
消
費
者
に
直
接

飯
兜
し
た
り
、
Ⅲ
阪
店
が
生
産
者
と
直
接
取
引

を
す
る
産
直
な
ど
の
市
用
外
流
通
も
あ
り
ま
す

が
、
卸
売
市
弓
を
経
由
す
る
市
場
流
通
が
主
流

を
占
め
て
い
ま
す
。
卸
売
市
場
の
役
割
は
、
た

く
さ
ん
の
皿
頭
の
野
菜
を
数
多
く
の
生
産
地
か

ら
蝿
め
１
滴
興
地
に
魁
宮
な
野
菜
の
品
捕
え
を

一
提
供
認
ご
魔
鱈
瀞
涜
）
や
鮮
興
蒋
費
）
と

＋
‐
‐
－
－
已
鈩
ｂ
１
垂
・
▲
Ｄ
Ｌ

三
佛
給
（
生
産
）
の
バ
ラ
ン
ス
で
変
動
し
や
す
い

野
菜
の
田
格
を
閏
魅
す
る
価
格
形
成
槻
能
（
商

流
）
、
生
産
・
栽
培
・
品
質
個
報
を
消
費
者
伝

え
る
憎
報
流
通
機
能
（
情
報
流
）
の
３
つ
か
ら

野
菜
の
消
史
形
態
の
変
化
は
、
卸
売
市
切
の

流
通
に
大
き
な
形
鮮
を
与
え
て
い
ま
す
。
市
俎

流
通
の
最
大
の
特
倣
は
、
館
り
に
あ
り
ま
し
た
。

卸
充
市
鯛
は
入
荷
す
る
野
菜
と
消
挺
動
向
を
付

き
合
わ
せ
て
、
買
い
手
と
売
り
手
が
価
格
を
決

め
て
い
く
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
最
近
の
焼
叶
を

み
る
と
．
従
来
帥
％
を
占
め
て
い
た
競
り
取
り

引
き
が
釦
％
に
ま
で
減
少
し
、
予
約
相
対
取
り

引
き
が
地
え
て
き
ま
し
た
。
予
約
相
対
取
り
引

き
と
は
、
野
菜
を
大
皿
に
飯
兜
す
る
風
販
店
の

ま
と
め
Ⅲ
い
に
適
し
た
碗
り
を
通
さ
な
い
取
り

引
き
で
す
。
価
格
は
、
競
り
の
価
格
を
基
準
に

す
る
も
の
の
、
日
阪
店
の
鰯
要
で
概
ね
決
ま
っ

て
い
き
ま
す
。
生
亜
者
も
大
口
取
り
引
き
で
Ｈ

が
安
定
す
る
こ
と
と
価
格
が
安
い
と
し
て
も
変

八
百
屋
さ
ん
の
会
賭
の
中
で
細
ら
れ
た
生
産
・

栽
培
。
品
質
の
燗
報
が
十
分
細
ら
れ
な
く
な
り

ま
し
た
。

栗
が
食
卓
に
上
が
る
ま
で

里
一
の
値
段
は
と
こ
て
決
ま
る
の
？

宮
城
教
育
大
学
教
授

小
金
澤
孝
昭

櫛
成
さ
れ
て
い
ま
す
．

安
定
し
て
野
菜
を
供
給
す
る
た
め
に
は
市
場

流
通
の
役
割
が
大
切
で
す
。
し
か
し
．
殿
近
私

た
ち
の
野
菜
間
貸
の
仕
方
が
大
き
く
変
化
し
て

市
場
流
通
も
だ
い
ぶ
槻
子
が
変
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
私
た
ち
の
消
費
の
特
徴
は
．
野
菜
の
句
を

度
外
視
し
た
消
費
が
定
封
し
た
こ
と
，
毎
日
固

っ
て
い
た
野
菜
を
週
２
～
３
回
と
い
う
頻
度
で

駒
入
す
る
こ
と
、
八
百
屋
さ
ん
よ
り
も
Ⅲ
販
店

で
ま
と
め
岡
い
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
な

ど
で
す
。
例
え
ば
．
野
菜
の
季
節
性
を
度
外
視

す
る
消
費
は
、
産
地
間
の
飽
争
を
促
進
し
た
り
、

期
塊
阿
の
野
菜
輸
入
を
埴
や
し
ま
し
た
。
ま
た

週
末
や
週
に
２
～
３
回
程
度
野
菜
を
購
入
す
る

週
末
型
の
消
圃
は
、
野
菜
の
生
産
リ
ズ
ム
と
消

凹
リ
ズ
ム
の
間
に
ズ
レ
を
生
じ
さ
せ
て
、
生
鮮

野
菜
を
一
時
保
管
さ
せ
る
必
要
を
生
ん
だ
り
し

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
量
販
店
で
の
幽
入
で
は
．

日
本
中
の
生
産
地
の
出
荷
趾
や
各
卸
売
市
場

の
取
り
引
き
が
情
報
皿
個
の
辿
歩
で
す
ぐ
に
わ

か
る
現
在
、
生
産
地
の
供
給
Ｈ
が
お
お
む
ね
予

閲
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

野
菜
の
価
格
は
台
風
簿
に
よ
る
出
荷
色
の
減
少

以
外
は
大
き
な
助
き
を
示
さ
な
く
な
り
ま
し
た
。

野
菜
の
価
格
は
、
ま
さ
に
禰
要
．
い
い
か
え
れ

ば
且
阪
店
や
外
食
産
業
の
大
口
爲
要
で
決
ま
っ

て
い
き
ま
す
。
例
え
ば
前
述
し
た
よ
う
に
消
費

者
の
野
菜
脚
入
ス
タ
イ
ル
が
週
末
な
ど
に
鳳
る

た
め
、
キ
ュ
ウ
リ
の
よ
う
に
毎
日
収
種
す
る
野

菜
は
、
圃
阪
店
の
播
要
が
小
さ
い
時
（
例
え
ば

平
日
）
は
．
価
格
が
下
が
ら
ざ
る
を
柵
ま
せ
ん
．

愚
飯
店
や
外
食
産
業
は
卸
売
市
現
の
価
格
動
向

を
見
て
仕
入
れ
る
と
い
う
よ
り
大
口
彌
圏
を
背

景
に
．
自
ら
の
販
売
計
画
・
特
売
価
格
で
野
菜

勘
が
少
な
い
と
い
う
利
点
か
ら
、
結
果
と
し
て

こ
の
取
り
引
き
に
順
応
し
て
い
き
ま
す
。
全
国

の
統
計
で
は
釦
％
で
す
が
実
際
の
と
こ
ろ
は
も

っ
と
低
く
‐
仙
台
市
中
央
卸
売
市
墹
で
は
競
り

取
り
引
き
が
釦
％
程
度
ま
で
落
ち
て
い
る
の
が

実
情
で
す
．

図１の
価
格
を
鵬
導
し
て
い
き
ま
す
。
野
菜
の
価
格

は
、
生
産
者
が
決
め
る
時
代
か
ら
卸
売
市
場
で

競
り
で
決
め
る
時
代
へ
、
そ
し
て
大
口
繍
要
者

が
決
め
る
時
代
へ
と
変
化
し
て
き
た
の
で
す
。

ま
た
．
大
口
需
要
者
の
動
向
で
価
格
が
決
ま

る
と
価
格
形
成
の
基
叩
は
稲
要
と
供
給
と
い
う

よ
り
規
格
や
品
質
・
糖
度
な
ど
が
Ⅲ
要
に
な
り

ま
す
．
規
格
は
流
通
上
の
目
安
で
す
か
ら
梢
武

者
は
麟
入
の
際
そ
の
違
い
に
気
付
い
て
い
ま
せ

ん
．
例
え
ば
同
じ
Ｓ
サ
イ
ズ
の
キ
ュ
ウ
リ
で
曲

が
り
が
１
．
５
ｍ
以
内
の
Ａ
規
格
と
３
．
０
ｍ

以
内
の
Ｂ
規
格
と
を
混
ぜ
て
阪
充
し
て
も
何
の

，
間
皿
も
生
じ
ま
せ
ん
．
し
か
し
．
今
年
４
月
の

あ
る
時
点
で
の
取
り
引
き
価
格
は
Ａ
規
格
で
、

１
７
０
０
円
／
５
蛇
．
Ｂ
規
格
で
１
５
０
０
円

と
そ
の
価
格
題
は
５
蛇
で
２
０
０
円
あ
り
ま
す

か
ら
、
店
頭
で
Ｂ
品
を
Ａ
品
と
し
て
売
ら
れ
れ

ば
．
生
産
者
は
実
質
的
に
よ
り
低
い
価
格
を
受

け
取
ら
ざ
る
柵
ま
ぜ
ん
．
こ
の
よ
う
に
、
生
産

者
は
低
位
固
定
の
価
格
と
厳
し
い
規
格
競
争
に

さ
ら
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
私
た
ち
の
便
利
な

消
費
生
活
が
野
菜
の
流
逝
の
し
く
み
を
じ
わ
じ

わ
と
変
え
て
い
ま
す
．
碗
か
に
価
格
は
下
が
る

の
で
す
が
．
国
内
の
生
産
者
を
減
ら
す
一
因
に

も
な
っ
て
い
る
の
で
す
．

市場外餌通（産矼）

一･･……IF児巾切..……：■

詐難
偲函店など

囚
凹
な
ど

生
産
者

桐
、
者 彦小児店

市堀外茂通（宜矼･鯛IITなど）

勺

上咀歓■甚単伍儲
①②

￣－－－＿＿
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